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医学教育モデル・コア・カリキュラム：教育内容ガイドライン作成の背景と考え方 

 

 近年の生命科学と科学技術など関連領域の著しい進歩によって医学の知識と技術の量は

膨大となり、細分化されると同時に、新たな視点に立った学問領域や診療分野も生まれつつ

ある。また 、今後、医学・医療に対する社会のニーズは多様化し、学際的な生命科学研究

に携わる人材、地域医療、福祉・介護、国際医療協力、製薬等の様々な分野において医科大

学（医学部）出身者の一層の活躍が求められている。このため、医科大学（医学部）におけ

る医学教育の質を一層高め、一定水準の質を確保すると同時に、教育内容を再編成して多様

化を図る必要がある。しかし、膨大となった学習内容の全てを従来の教育手法を用いて履修

させることは不可能になりつつある。また、これまで各大学や科目担当教員の裁量に委ねら

れていた教育内容については、講座単位の授業区分や教養教育、基礎医学・社会医学教育、

臨床医学教育といった区分に縛られてその見直しが十分行われにくい状況も見受けられる。

このような状況から、２１世紀医学・医療懇談会第１次及び第４次報告においても、医学教

育の内容については、精選された基本的内容を重点的に履修させるコア・カリキュラムを確

立するとともに、学生が主体的に選択履修できる科目を拡充することが必要であると提言さ

れている。また、平成１０年度及び１１年度に「医学における教育プログラム研究開発事業

委員会」が実施した全国アンケート調査においても、７０％以上の医科大学（医学部）から、

コアとなる医学教育の内容をガイドラインとして提示することが望ましいとの結果が出さ

れている。 

 これらを背景として、医学教育全体の視点からこれまでの教育内容を見直し、科学技術の

進歩と時代の要請に合わせて再編成するために、まず、すべての医学生が履修すべき必須の

学習内容を精選する必要がある。また、社会から求められている患者とのコミュニケーショ

ンや安全性の確保などの学習内容を付加することも急務である。さらに、知識を詰め込むこ

とを中心に行われてきたこれまでの教育方法から、生涯にわたり自ら課題を探求し、問題を

解決していく能力を身につけられるような、学生主体の学習方法に積極的に転換することも

必要である。同時に、学生の将来の進路や社会的需要の多様化に合わせて、学習内容も学生

が自由に選択できるように多様化する必要もあり、このためには選択制カリキュラムの導入

が不可欠であることも強調しておきたい。 
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 このガイドラインは、２１世紀における新たな医学教育の展開への布石として作成した

ものであり、各大学が編成するカリキュラムの参考となるよう、現時点で修得すべきと考

えられる必須の基本となる教育内容が提示されている。ここに記載された内容について、

どの程度の時間数（または、単位数）で、また、どのような授業科目の中で履修させ、ど

のような授業形態で実施するかは、各医科大学（医学部）の責任において教育理念に基づ

き決定すべきものであるが、およそ従来の３分の２程度の時間数（単位数）で履修させる

ことが妥当と考えられる。残りの３分の１程度の時間で、各医科大学（医学部）がその教

育理念や特色に基づいたカリキュラムを設定し、学生が余裕をもって自主的に選択できる

ような先端的内容や周辺領域の内容など、各大学の特色に合わせて多彩なメニューを選択

的なカリキュラムとして作成することが必要である。 

 このガイドラインは、各大学からの意見を反映させ、国家試験出題基準との整合性も考

慮して作成されたため、学習内容のコアとしては量的に過剰となったきらいがある。しか

し、具体的教育内容の包括的な提示は今回が初めてであり、このガイドラインが広く活用

されることを希望するものである。今後、社会からの要請、医学・医療の進歩等を十分勘

案しながら、継続的な改善作業が必要である。 

 

１ 基本事項 

 基本事項は、医師としての素養に関わる教育内容であり、教養教育、臨床前教育、臨床

実習にわたる６年間のすべての医学教育課程を通じて確実に身につけ、また、生涯にわた

ってその向上に努めなければならないものである。すなわち医師の素養、資質と能力とし

て必要な、患者中心の医療の実践、安全性への配慮、信頼される人間関係、自ら問題を発

見する姿勢や研究への動機づけなどを含む課題探求・問題解決能力の育成などが提示され

ている。これらは、単なる知識の獲得よりも、今日の医学・医療の現場と一般社会から強

く求められている教育内容である。したがって、ここに示す教育内容は、単に授業科目を

設定して一定期間の履修で済ませる、形ばかりの教育であってはならない。学生は、講義

にとどまらず、実際に患者と触れあうあらゆる形式の実習などを通じて学んでいくととも

に、単に医学教育の現場のみならず、学生生活のすべての場面でその向上に努める必要が

ある。 

 また、基本事項の学習者の到達度評価は、学習の各段階で行い、特に臨床実習開始前と

卒業時に適切に評価する必要がある。

P2 



２ 臨床前医学教育の内容とその在り方 

１）臨床前医学教育の在り方 

 これまでの医学教育は、基礎医学、社会医学、臨床医学に区分され、講座単位による縦

割りによる学問領域の閉鎖性に起因して、これらの有機的連携という観点が不十分であっ

た。 

 このため、教育内容ガイドラインにおいては、教育内容を整理して全体をまとめて表示

することとし、従来の基礎医学、社会医学、臨床医学といった区分を用いず、基礎医学と

臨床医学を関連づけて学べるような統合的なカリキュラムを編成することが重要である。 

 これまでの医学教育では、教育に携わる者が、教えこまなければならないという使命感

から知識伝授の講義形式が用いられることが多かった。一斉講義は知識の伝授には効率的

であるが、学習者は受身の学習を強いられることが多く、課題探求・問題解決能力は育成

されにくい。ここに示したガイドラインを生かすためには、授業方法に十分な工夫をする

とともに、自己学習への指示や問題解決に取り組む機会と時間を与えなければならない。

このためには、少人数の演習やテュートリアル教育なども取り入れることが有効である。 

 

２）準備教育と臨床前医学教育の内容 

 医学の専門教育を開始するに当たっては、基礎科学とくに生物学などの概念・知識・技

能が十分備わっていなければならない。これらについては、高等学校の教育内容や、大学

入学試験、教養教育の問題として議論されている。生物学のすべての内容が、医学が必要

とする生物学的基礎知識と必ずしも重なるものではないため、医学専門教育の内容と効果

的に連携させた教育内容を提示する必要がある。このガイドラインでは、「B 医学一般」

等の中に生物学を含む基礎科学と密接に関連した医学教育の内容が含まれている。これら

は臨床前医学教育の中核となるものであり、十分な教育が必要である。 

 また、生物学をはじめとする基礎科学についても、医学に必要な内容を十分吟味して履

修させることが望ましいと考え、準備教育モデル・コア・カリキュラムに基本となる内容

（物理現象と物質の科学、生命現象の科学、情報の科学、人の行動と心理）を記載した。 

 

３）臨床前医学教育における症候・病態からのアプローチ 

 「Ｅ１ 症候・病態からのアプローチ」は、患者の症候からその病態を推理し、診療の

プロセスを学ぶ（臨床推論）ために提示したものであり、他の区分で学習したことを単に
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再履修（復習）することを目的としたものではない。 

 また、「Ｅ２ 基本的診療知識」、「Ｅ３ 基本的診療技能」で示す到達目標は、臨床実習

を開始するにあたって必要なものであり、視聴覚教材、模型、シミュレーター、学生相互

の実習（ロールプレイ）、模擬患者などを通して身につけられるものを記載した。また、

これらの評価には客観的臨床能力試験（Objective Structured Clinical Examination：

OSCE）を利用することが推奨される。 

 

４）臨床前医学教育における実習の在り方 

 医学を学ぶためには、知識だけでなく、実習を通じて確認する学習が重要である。した

がって、臨床前医学教育における実習を充実するとともに、適正な評価も行わなければな

らない。なお、臨床前医学教育における実習の実施時期については、講義・演習・テュー

トリアル等の授業内容と緊密に連携させるように設定すべきである。 

 学生自身または実験動物を用いた実習に際しては、医の倫理や生命倫理的な配慮のもと

に、予測される危険を回避し、常に安全を確認しながら手技や操作を行う習慣が身につく

ように指導することが必要である。また、高度な内容や応用的な内容の実習や、探究心の

旺盛な学生を対象とする実験・実習については、選択制のカリキュラム等に振り分けるこ

とが望ましい。 

 なお、実習の内容については別表３に例示する。 

 

３ 臨床実習 

１）臨床実習の考え方 

 臨床実習は、学生が臨床現場を見学するだけでは不十分であり、効果的に学習するため

には、実際の診療に携わることが不可欠である。指導医と研修医などによって構成される

診療チームの一員として学生が実習する形態を診療参加型実習（クリニカル・クラークシ

ップ）と呼び、今まで広く行われてきた見学型臨床実習や模擬診療型臨床実習と区別され

る。 

 学生はチームの一員として患者の診療に参加し、診断・治療計画の策定、カルテへの記

載、医療スタッフへの情報の伝達などを行う。個々の学生の態度・技能・知識の到達度に

合わせてチーム内での役割を与え、能力が向上すればより進んだ役割へと移行させるべき

である。そのためにも指導医は学生を評価し、形成的フィードバックを行うことが重要で



ある。 

 

２）臨床実習の内容 

 臨床実習では、症例として、①発生頻度が高い症候・疾患、②緊急を要する症候・疾患、

③死亡原因として頻度の高い症候・疾患を経験するのに最低限必要とされるものを設定し

た。指導医のもと、診療チームの一員として、病棟及び外来において、患者の診察、診療

記録、診療計画、基本的診療手技を含む患者マネジメントを行う。これらの診療参加型実

習においては、単に診療手技を学生に行わせることが主な目的ではなく、患者や医療チー

ムの職員とのコミュニケーションを保って医療の現場に溶け込むように自覚させること

が最も重要である。また、医科大学・医学部附属病院ばかりでなく、他の医療機関におけ

る実習を含めることによって、多様な患者を経験する機会を増やすなど実践的な実習とす

ることが望ましい。 

 

４ 表示の方法 

１）項目立て 

 このガイドラインは、いくつかの項目に区分されて表示されている。この項目立ては、

カリキュラム作成の参考として利用しやすくすることと、学習者に学習内容の全体像を把

握しやすくする構成となっている。しかし、これらの項目自体が授業科目名を意味するも

のではなく、また、項目配列の順序が履修の順序を示すものでもない。さらに、このガイ

ドラインの項目Ｃでは、器官別の正常構造と機能、病態、診断、治療という項目立てにな

っているが、各臓器・器官にのみにとらわれることなく、全人的に診る姿勢を養えるよう

に十分な配慮が必要である。 

 

２）一般目標 

 一般目標は、その領域における全般的な教育内容を示す。 

 

３）到達目標 

 到達目標は、一般目標に記載された項目について、学習者が具体的にどの程度のレベル

まで修得しなければならないかの指標であり、その程度（深さ）は、各大学の教育理念に

基づいて設定されるべきものである。 

 なお、△印をつけたものは、卒業時までの到達目標として提示したものである。 
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４）量的提示 

 各学習項目の量的提示については、報告書本文「２１世紀における医学・歯学教育の改

善方策について」に記載されている前提をもとに、本ガイドラインに沿って複数の大学の

現行カリキュラムを再編成した場合の平均的モデルを別表１に提示した。 

 また、臨床実習の期間についても、米国と日本の医科大学の現状を勘案して、本ガイド

ラインに提示した学習内容を行うために必要な期間を別表２に提示した。 

 

５ 選択制カリキュラムの設定 

１）選択制カリキュラムの在り方 

 このガイドラインでは、すべての医学生が共通して修得すべき必須の学習内容が提示さ

れているに過ぎない。したがって、これだけで医学教育が完成するものではない。６年間

の医学教育課程のすべてを画一化したコア・カリキュラムの履修にあてることは間違いで

あり、学生の学習ニーズや将来の進路に合わせて多様な選択自由なカリキュラムを提供し

なければならない。このガイドラインの内容を確実に修得した上に、さらに高度な専門的

あるいは広範囲な関連する領域の内容を選択して履修させることが必要である。 

 選択制カリキュラムの作成に当たっては、各大学の教育理念と学生のニーズに基づき、

個性ある独自の学習プログラムを準備すべきである。 

 

２）選択制カリキュラムの例 

①臨床前医学教育についての選択制カリキュラムの目的（例） 

 コア・カリキュラムの内容を十分に修得した後に、学生各自の興味ある分野の科目を積

極的に選択して履修する。選択した科目に応じて、より高度の内容や応用的内容を修得す

るばかりでなく、実験研究も選択することができる。これらを通して、医学・医療の先端

的進歩状況の理解、実験研究方法の修得、生命倫理の一層の理解、フィールドワーク・疫

学調査の手法などの修得を目指すばかりでなく、自らの判断で積極的に発展するための基

本的能力を身につける。別表４にいくつかの例を掲げた。 

 

②選択制臨床実習 

 臨床実習において学生が学ぶべき必須の態度、技能、知識をコア・カリキュラムとして

示したが、この内容は“すべての医師に必要な臨床能力を身につける”ことに限定されて

いる。これに引き続き、より深く、広く学ぶための選択制カリキュラムを作ることにより、
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個々の学生がさらなる臨床技能の向上を目指すことができる。 

 選択制カリキュラムとしては、各科（内科、外科、精神科、小児科、産科婦人科、脳神

経外科、眼科、耳鼻咽喉科、歯科口腔外科、胸部外科、泌尿器科、形成外科、整形外科、

皮膚科、放射線科、リハビリテーション科、麻酔科、老年科、小児外科、NICU、ICU、検

査部、輸血部、薬剤部等）における臨床実習が考えられる 

 

 

（参考）量的提示の前提について 

 １ 量的提示は、単位数を基本とし、臨床実習については週数で明示する。 

 ２ 講義及び演習（テュートリアル教育等）は３０時間の授業をもって１単位とする。 

 ３ 実験、実習、基礎配属、臨床実習などについては、４５時間の授業をもって１単位

とする。 

 ４ 卒業論文、卒業研究などの授業科目については、これらの学修の成果を４５時間の

授業でもって１単位とする。 

 ５ １年間の授業期間は、３５週とする。 
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○ 医師として求められる基本的な資質 
 
 

①  人の命と健康を守る医師の職責への十分な自覚のもとに、医師の義務や医療

倫理を遵守し、絶えず患者本位の立場に立つ。 

 

② 生命の尊厳についての深い認識のもとに、豊かな人間性を有する。 

 

③ 医師としての業務を遂行する職業人として必要な実践的能力（統合された知

識、技能、態度・行動に基づく総合的診療能力）を有する。 

 

④ 人間理解に立った高い協調性のもとに、医療チームの一員としての行動や後

輩等に対する指導を適切に行える。 

 

⑤ 患者及びその家族の秘密を守る。 

 

⑥ 医師として、地域における医療・保健・福祉等の連携および医療の経済的側

面等の医療を巡る動向に関心・理解を有する。 

 

⑦ 医学・医療の進歩における医学研究の必要性を理解し、研究に参加するとと

もに、絶えず医療の質の向上に生涯にわたり学習する意欲と態度を有する。 
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Ａ 基本事項  
 

 

１ 医の原則 

 

（１）医の倫理と生命倫理 

一般目標： 

医療と医学研究における倫理の重要性を学ぶ。 

到達目標： 

１）医学・医療の歴史的な流れとその意味を概説できる。 

２）生と死に関わる倫理的問題を列挙できる。 

３）医の倫理と生命倫理に関する規範、ヒポクラテスの誓い、ジュネーブ宣言、ヘルシンキ宣言などを概説でき

る。 

 

（２）患者の権利 

一般目標： 

 患者の基本的権利を熟知し、これらに関する現状の問題点を学ぶ。 

到達目標： 

１）患者の基本的権利の内容を説明できる。 

２）患者の自己決定権の意義を説明できる。 

３）患者が自己決定できない場合の対処法を説明できる。 

 

（３）医師の義務と裁量権 

一般目標： 

 患者のために全力を尽くす医師に求められる医師の義務と裁量権に関する基本的態度、習慣、考え方と知識を

身につける。 

到達目標： 

１）患者やその家族と信頼関係を築くことができる。 

２）患者の個人的、社会的背景等が異なってもわけへだてなく対応できる。 

３）患者やその家族の持つ価値観が多様であり得ることを認識し、そのいずれにも柔軟に対応できる。 

４）医師が患者に最も適した医療を勧めなければならない理由を説明できる。 

５）医師には能力と環境により診断と治療の限界があることを説明できる。 

６）医師の法的義務を列挙し、例示できる。 

 

（４）インフォームドコンセント 
一般目標： 

 将来、患者本位の医療を実践できるように、適切な説明を行った上で主体的な同意を得るために、対話能力と

必要な態度、考え方を身につける。 

到達目標： 

１）定義と必要性を説明できる。 

２）患者にとって必要な情報を整理し、分かりやすい言葉で表現できる。 

３）説明を行うための適切な時期、場所と機会に配慮できる。 

４）説明を受ける患者の心理状態や理解度について配慮できる。 

５）患者の質問に適切に答え、拒否的反応にも柔軟に対応できる。 

 

２ 医療における安全性確保 

 

（１）安全性の確保 

一般目標： 
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 医療上の事故等(インシデント（ヒヤリハット）、医療過誤等を含む。)は日常的に起こる可能性があることを認

識し、事故を防止して患者の安全性確保を最優先することにより、信頼される医療を提供しなければならないこ

とを理解する。 
到達目標： 

１）実際の医療には、多職種が多段階の医療業務内容に関与していることを具体的に説明できる。 

２）医療上の事故等を防止するためには、個人の注意力はもとより、組織的なリスク管理が重要であることを説

明できる。 

３）医療現場における報告・連絡・相談と記録の重要性や、診療録改竄の違法性について説明できる。 

４）医療の安全性に関する情報（薬害や医療過誤の事例、やってはいけないこと、模範事例等）を共有し、事後

に役立てるための分析の重要性を説明できる。 

５）医療機関における安全管理体制の在り方（事故報告書、インシデント・リポート、リスク管理者、事故防止

委員会、事故調査委員会）を概説できる。 

６）医療の安全性確保のための、職種・段階に応じた能力の向上を図ることができる。 

 

（２）医療上の事故等への対処と予防  

一般目標： 

 医療上の事故等（インシデント（ヒヤリハット）、医療過誤等を含む。）が発生した場合の対処の仕方を学ぶ。 

到達目標： 

１）インシデント（ヒヤリハット）と医療過誤）の違いを説明できる。 

２）医療上の事故等（インシデント（ヒヤリハット）、医療過誤）が発生したときの緊急処置や記録、報告につい

て説明し、実践できる。 

３）医療過誤に関連して医師に課せられた社会的責任と罰則規定（行政処分、民事責任、刑事責任）を説明でき

る。 

４）病理解剖、司法解剖、行政解剖の役割と相違点について概説できる。 

５）基本的予防策（ダブルチェック、チェックリスト法、薬品名称の改善、フェイルセイフ・フールプルーフの

考え方など）について概説し、実践できる。 

 

（３）医療従事者の健康と安全 

一般目標： 

 医療従事者が遭遇する危険性（感染を含む）について、基本的な予防・対処方法を学ぶ。 

到達目標： 

１）医療従事者の健康管理の重要性を説明できる。 

２）標準予防策（Standard Precautions）の必要性を説明し、実行できる。 

３）患者隔離の必要な場合について説明できる。 

４）針刺し事故等に遭遇した際の対処の仕方を説明できる。 

 

３ コミュニケーションとチーム医療 

 

（１）コミュニケーション 

一般目標： 

 医療の現場におけるコミュニケーションの重要性を理解し、信頼関係の確立に役立つ能力を身につける。 

到達目標： 

１）コミュニケーションの方法と技能（言語的と非言語的）を説明し、コミュニケーションが態度あるいは行動

に及ぼす影響を概説できる。 

２）コミュニケーションを通じて良好な人間関係を築くことができる。 

 

（２）患者と医師の関係 

一般目標： 

 患者と医師の良好な関係を築くために、患者の個別的背景を理解し、問題点を把握する能力を身につける。 

到達目標： 

１）患者と家族の精神的・身体的苦痛に十分配慮できる。 

２）患者に分かりやすい言葉で対話できる。 

３）患者の心理的および社会的背景や自立した生活を送るための課題を把握し、抱える問題点を抽出・整理でき
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る。 

４）医療行為が患者と医師の契約的な信頼関係にもとづいていることを説明できる。 

５）患者の要望（診察・転医・紹介）への対処の仕方を説明できる。 

６）患者のプライバシーに配慮できる。 

７）患者情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱ができる。 

 

（３）チーム医療 

一般目標： 

 チーム医療の重要性を理解し、医療従事者との連携を図る能力を身につける。 

到達目標： 

１）医療チームの構成や各構成員の役割、連携と責任体制について説明し、チームの一員として参加できる。 

２）自分の能力の限界を認識し、他の医療従事者に必要に応じて援助を求めることができる。 

３）保健、医療、福祉と介護のチーム連携における医師の役割を説明できる。 

４）地域の保健、医療、福祉と介護活動とそのネットワークの状況を説明できる。 

 

４ 課題探究・解決と学習の在り方 

 

（１）課題探求・解決能力 

一般目標： 

 自分の力で課題を発見し、自己学習によってそれを解決するための能力を身につける。 

到達目標： 

１）必要な課題を自ら発見できる。 

２）自分に必要な課題を、重要性・必要性に照らして順位づけできる。 

３）課題を解決する具体的な方法を発見し、課題を解決できる。 

４）課題の解決にあたって、他の学習者や教員と協力してよりよい解決方法を見出すことができる。 

５）適切な自己評価ができ、改善のための具体的方策を立てることができる。  

 

（２）学習の在り方 

一般目標： 

 医学・医療に関連する情報を重要性と必要性にしたがって客観的・批判的に統合整理する基本的能力（知識、

技能、態度・行動）を身につける。 

到達目標： 

１）講義、国内外の教科書・論文、検索情報などの内容について、重要事項や問題点を抽出できる。 

２）得られた情報を統合し、客観的・批判的に整理して自分の考えを分かりやすく表現できる。 

３）実験・実習の内容を決められた様式にしたがって文書と口頭で発表できる。 

４）後輩等への適切な指導が実践できる。 

５）各自の興味に応じて選択制カリキュラム（医学研究等）に参加する。 

 

（３）生涯学習への準備 

一般目標： 

学問や科学技術の進歩と社会の変化に対応した生涯学習者としての能力（知識、技能、態度・行動）を身につ

ける。 

到達目標： 

１）生涯学習の重要性を説明できる。 
２）生涯にわたる継続的学習に必要な情報を収集できる。 
 

（４）医療の評価・検証と科学的研究 

一般目標： 

 医療の改善のために不断の評価・検証と倫理的および患者の利益と安全に配慮した科学的研究が必要であるこ

とを学ぶ。 
到達目標： 

１）科学的根拠にもとづいた医療の評価と検証の必要性を説明できる。 
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２）患者による医療の評価の重要性を説明できる。 

３）研究は、医学・医療の発展や患者の利益の増進のために行われるべきことを説明できる。 

４）医療改善のための科学的研究（臨床研究、疫学研究、生命科学研究等）に参加する。 
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Ｂ 医学一般 
 
 

１ 個体の構成と機能 

 

（１）細胞の基本構造と機能 

一般目標： 

 細胞の微細構造と機能を理解する。 

 

【細胞の構造】 

（準備教育モデル・コア・カリキュラム参照） 

 

【細胞膜】 

到達目標： 

１）細胞膜の構造と機能を説明できる。 

２）細胞内液・外液のイオン組成、浸透圧と静止（膜）電位を説明できる。 

３）膜のイオンチャネル、ポンプ、受容体と酵素の機能を概説できる。 

４）細胞膜を介する物質の能動・受動輸送過程を説明できる。 

５）細胞膜を介する分泌と吸収の過程を説明できる。 

６）細胞接着の仕組みを説明できる。 

 

【細胞骨格と細胞運動】 

到達目標： 

１）細胞骨格を構成するタンパク質とその機能を概説できる。 

２）アクチンフィラメント系による細胞運動を説明できる。 

３）細胞内輸送システムを説明できる。 

４）微小管の役割や機能を説明できる。 

 

【細胞の増殖】 

到達目標： 

１）細胞分裂について説明できる。 

２）細胞周期の各期とその調節を概説できる。 

３）減数分裂の過程とその意義を説明できる。 

 

（２）組織・各臓器の構成、機能と位置関係 

一般目標： 

 細胞集団としての組織・臓器の構成、機能分化と方向用語を理解する。 

 

【組織・各臓器の構造と機能】 

到達目標： 

１）上皮組織と腺の構造と機能を説明できる。 

２）支持組織を構成する細胞と細胞間質（線維成分と基質）を説明できる。 

３）血管とリンパ管の微細構造と機能を説明できる。 

４）神経組織の微細構造を説明できる。 

５）筋組織について、骨格筋、心筋、平滑筋の構造と機能を対比して説明できる。 

６）組織の再生の機序を説明できる。 
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【器官の位置関係】 

１）位置関係を方向用語（上下、前後、内・外側、浅深、頭・尾側、背・腹側）で説明できる。 

 

（３）個体の調節機構とホメオスターシス 

一般目標： 

生体の恒常性を維持するための情報伝達と生体防御の機序を理解する。 

 

【情報伝達の機序】 

①情報伝達の基本 

到達目標： 

１）情報伝達の種類と機能を説明できる。 

２）受容体による情報伝達の機序を説明できる。 

３）細胞内シグナル伝達過程を説明できる。 

４）生体内におけるカルシウムイオンの多様な役割を説明できる。 

 

②神経による情報伝達の基礎 

到達目標： 

１）活動電位の発生機構と伝導を説明できる。 

２）シナプス（神経・筋接合部を含む）の形態とシナプス伝達の機能（興奮性、抑制性）と可塑性を説明できる。 

３）軸索輸送、軸索の変性と再生を説明できる。 

４）刺激に対する感覚受容の種類と機序を説明できる。 

５）反射（弓）を説明できる。 

 

【生体防御の機序】 

到達目標： 

１）生体の非特異的防御機構を説明できる。 

２）特異的防御機構である免疫系の役割を説明できる。 

３）体液性と細胞性免疫応答を説明できる。 

 

【ホメオスターシス】 

到達目標： 

１）生体の恒常性維持と適応を説明できる。 

２）恒常性維持のための調節機構（ネガティブフィードバック調節）を説明できる。 

３）体温の恒常性維持の重要性とその調節機序を説明できる。 

４）体液ｐHの重要性と緩衝系を説明できる。 

５）生体機能や体内環境のリズム性変化を説明できる。 

 

（４）個体の発生 

一般目標： 

個体と器官が形成される発生過程を理解する。 

到達目標： 

１）配偶子の形成から出生に至る一連の経過と胚形成の全体像を説明できる。 
２）体節の形成と分化を説明できる。 
３）体幹と四肢の骨格と筋の形成過程を概説できる。 
４）消化・呼吸器系各器官の形成過程を概説できる。 
５）心血管系の形成過程を説明できる。 
６）泌尿生殖器系各器官の形成過程を概説できる。   
７）胚内体腔の形成過程を概説できる。 
８）鰓弓・鰓嚢の分化と頭・頸部と顔面・口腔の形成過程を概説できる。 
９）神経管の分化と脳、脊髄、視覚器、平衡聴覚器と自律神経系の形成過程を概説できる。 
 



 

8 

（５）生体物質の代謝 

一般目標： 

生体物質の代謝の動態を理解する。 

到達目標：  

１）酵素の機能と調節について説明できる。 

２）解糖の経路と調節機構を説明できる。 

３）クエン酸回路を説明できる。 

４）電子伝達系と酸化的リン酸化を説明できる。 

５）糖新生の経路と調節機構を説明できる。 

６）グリコーゲンの合成と分解の経路を説明できる。 

７）五炭糖リン酸回路の意義を説明できる。 

８）脂質の合成と分解を説明できる。 

９）リポタンパクの構造と代謝を説明できる。 

10）タンパク質の合成と分解を説明できる。 

11）アミノ酸の異化と尿素合成の経路を概説できる。 

12）ヘム・ポルフィリンの代謝を説明できる。 

13）ヌクレオチドの合成・異化・再利用経路を説明できる。 

14）フリーラジカルの発生と作用を説明できる。 

15）ビタミンの種類と機能を説明できる。 

16）空腹時（飢餓）、食後（過食時）と運動時における代謝を説明できる。 

 

（６）遺伝と遺伝子 

一般目標： 

 遺伝子からタンパク質への流れにもとづいて生命現象を学び、遺伝子工学の手法と応用やヒトゲノムの解析を

理解する。 

到達目標： 

１）遺伝子と染色体の構造を説明できる。 

２）ゲノムと遺伝子の関係が説明できる。 

３）DNA の合成、複製と修復を説明できる。 

４）DNA から RNA を経てタンパク質合成に至る遺伝情報の変換過程を説明できる。 

５）プロモーター、転写因子などによる遺伝子発現の調節を説明できる 

６）PCR の原理とその方法を説明できる。 

７）ゲノム解析にもとづく DNA レベルの個人差を説明できる。 

 

２ 個体の反応 

 

（１）生体と微生物 

一般目標： 

各種微生物の基本的性状、病原性とそれによって生じる病態を理解する。 

 
【ウイルスの基本的性状と病原性】 
到達目標：  

１）ウイルス粒子の構造を図示し、各部の機能を説明できる。 

２）構造と性状によりウイルスを分類できる。 

３）DNA ゲノムと RNA ゲノムの複製・転写を一般化し、説明できる。 

４）ウイルスの吸着、侵入、複製、成熟と放出の各過程を説明できる。 

５）ウイルス感染細胞に起こる変化を説明できる。 

６）ウイルス感染の種特異性、組織特異性と病原性を説明できる。 

７）主な感染様式の具体例を説明できる。 

 

【ウイルス感染に対する生体反応・予防】 

到達目標： 

１）ウイルスに対する中和反応と細胞性免疫を説明できる。 
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２）ワクチンによるウイルス感染症予防の原理を説明できる。 

３）ワクチンの種類と問題点を説明できる。 

 

【各種のウイルスの特徴と病原性】 

到達目標： 

１）主な DNA ウイルス（サイトメガロウイルス〈CMV〉、Epstein-Barr ウイルス〈EBV〉、アデノウイルス、パルボ

ウイルス B19 、ヒトヘルペスウイルス、B 型肝炎ウイルス、パピローマウイルス）が引き起こす疾患名を列

挙できる。 

２）主な RNA ウイルス（インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、ムンプスウイルス、風疹ウイルス、ポリオウ

イルス、コクサッキーウイルス、エコーウイルス、ライノウイルス、Ａ型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルス）

が引き起こす疾患名を列挙できる。 

３）レトロウイルス（HIV）の特性と一般ゲノム構造を説明し、分類できる。 

 

【細菌・真菌】 

到達目標： 

１）細菌の構造を図示し、形態と染色性により分類できる。 

２）細菌の感染経路を分類し、説明できる。 

３）細菌が疾病を引き起こす機序を説明できる。 

４）外毒素と内毒素について説明できる。 

５）グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。 

６）グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。 

７）グラム陽性桿菌（破傷風菌、ガス壊疽菌、ボツリヌス菌、ジフテリア菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こ

す疾患を列挙できる。 

８）グラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ菌、チフス菌、ペスト菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリ

オ菌、緑膿菌、ブルセラ菌、レジオネラ菌、インフルエンザ菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を

列挙できる。 

９）グラム陰性スピリルム属病原菌（ヘリコバクター・ピロリ）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙

できる。 

10）抗酸菌（結核菌、非結核性（非定型）抗酸菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙できる。 

11）真菌（アスペルギルス、クリプトコッカス、カンジダ、ムコール）の微生物学的特徴とそれが引き起こす疾 

  患を列挙できる。 

12）スピロヘータ、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアの微生物学的特徴とそれが引き起こす疾患を列挙 

  できる。 

 

【寄生虫】 

到達目標： 

１）原虫類・蠕虫類の分類および形態学的特徴を説明できる。 

２）寄生虫の生活史、感染経路と感染疫学的意義を説明できる。 

３）寄生虫感染宿主の生体防御の特徴を説明できる。 

４）日和見寄生虫症と寄生虫症の重症化を説明できる。 

５）各臓器・器官の主な寄生虫症を説明できる。 

６）人畜共通寄生虫症を説明できる。 

７）寄生虫症の診断、治療と予防の概要を説明できる。 

 

（２）免疫と生体防御 

一般目標： 

免疫系の機構を分子レベルで理解し、病原体に対する免疫反応、主な自己免疫疾患、先天性および後天性免疫

不全症とがん細胞に対する免疫系の反応を理解する。 

 

【免疫系の一般特性】 

到達目標： 

１）生体防御機構における免疫系の特徴（特異性、多様性、寛容、記憶）を説明できる。 

２）免疫反応に関わる組織と細胞を説明できる。 
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３）免疫学的自己の確立と破綻を説明できる。 

４）自然免疫と獲得免疫の違いを説明できる。 

 
【自己と非自己の識別に関与する分子とその役割】 
到達目標： 

１）MHC クラス Iとクラス II の基本構造、抗原提示経路の違いを説明できる。 

２）免疫グロブリンと T細胞抗原レセプターの構造と反応様式を説明できる。 

３）免疫グロブリンと T 細胞抗原レセプター遺伝子の構造と遺伝子再構成にもとづき、多様性獲得の機構を説明

できる。 

４）自己と非自己の識別機構の確立と免疫学的寛容を概説できる。 

 

【免疫反応の調節機構】 

到達目標： 

１）抗原レセプターからのシグナルを増強あるいは減弱する調節機構を概説できる。 

２）代表的なサイトカイン・ケモカインの特徴を説明できる。 

３）Th1/Th2 細胞それぞれが担当する生体防御反応を説明できる。 

 
【疾患と免疫】 

到達目標： 

１）ウイルス、細菌と寄生虫に対する免疫応答の特徴を説明できる。 

２）先天性免疫不全症と後天性免疫不全症を概説できる。 

３）免疫寛容の維持機構とその破綻による自己免疫疾患の発症を概説できる。 

４）アレルギー発症の機序を概説できる。 

５）がん免疫に関わる細胞性機序を概説できる。 

 

（３）生体と放射線・電磁波・超音波 

一般目標： 

 医学・医療の分野に広く応用されている放射線や放射線以外の電磁波などの医学への応用について理解する。 

 

【放射線と生物】 

到達目標： 

１）放射線と放射能の種類、性質と単位を説明できる 

２）放射線の人体への急性効果と晩発効果を説明できる。 

３）種々の正常組織の放射線感受性の違いを説明できる。 

４）放射線の細胞への作用と放射線による細胞死の機序を説明できる。 

 

（４）生体と薬物 

一般目標： 

 薬物・毒物の生体への作用について、個体・細胞・分子のレベルにおける作用機序と、生体と薬物分子との相

互作用を理解し、的確な薬物療法を行うための基本的な考え方を学ぶ。 

 

【薬理作用の基本】 

到達目標： 

１）薬物・毒物の濃度反応曲線を描き、その決定因子を説明できる。 

２）薬物の受容体結合と薬理作用との定量的関連性を理解し、活性薬と拮抗薬を説明できる。 

３）薬物・毒物の用量反応曲線を描き、有効量・中毒量・致死量の関係を説明できる。 

 

【薬物の動態】 

到達目標： 

１）薬物・毒物の吸収、分布、代謝と排泄を説明できる。 

２）薬物の生体膜通過に影響する因子を説明できる。 

３）薬物投与方法を列挙し、それぞれの薬物動態を説明できる。 
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【薬物の評価】 

到達目標： 

１）薬物の評価におけるプラセボの意義を説明できる。 

 

３ 病因と病態 

 

（１）遺伝子異常と疾患・発生発達異常 

一般目標： 

 遺伝子・染色体異常と発生発達異常や疾患の発生との関連を理解する。 

到達目標： 

１）胚（生殖）細胞と体細胞、それぞれにおける遺伝子異常が引き起こす疾患の相違点を説明できる。 

２）メンデル遺伝の３つの様式を説明し、代表的な遺伝性疾患を列挙できる。 

３）多因子遺伝が病因となる疾患を列挙し、その特徴を説明できる。 

４）染色体異常による疾患の中で主なものを挙げ、概説できる。 

５）個体の発達異常における遺伝因子と環境因子の関係を概説できる。 

６）ミトコンドリア遺伝子の変異による疾患を例示できる。 

   

（２）細胞傷害・変性と細胞死 

一般目標： 

 細胞傷害・変性と細胞死の病因と細胞・組織の形態的変化を理解する。 

到達目標： 

１）細胞傷害・変性と細胞死の多様性、病因と意義を説明できる。 

２）細胞傷害・変性と細胞死の細胞と組織の形態的変化の特徴を説明できる。 

３）ネクローシスとアポトーシスの違いを説明できる。 

 

（３）代謝障害 

一般目標 

糖質、タンパク質、脂質などの代謝異常によって生じる多様な疾患について理解する。 

到達目標： 

１）糖質代謝異常の病態を説明できる。 

２）タンパク質・アミノ酸代謝異常の病態を説明できる。 

３）脂質代謝異常の病態を説明できる。 

４）核酸・ヌクレオチド代謝異常の病態を説明できる。 

５）無機質代謝異常の病態を説明できる。 

 

（４）循環障害 

一般目標： 

 循環障害の病因と病態を理解する。 
到達目標： 

１）虚血、充血、うっ血と血行静止の違いとそれぞれの病因と病態を説明できる。 
２）出血の原因と止血の機構を説明できる。 
３）血栓症の病因と病態を説明できる。 
４）塞栓の種類と経路や塞栓症の病態を説明できる。 
５）梗塞の種類と病態を説明できる。 
   

（５）炎症と創傷治癒 

一般目標： 

 炎症の概念と感染症との関係、またそれらの治癒過程を理解する。 
到達目標： 

１）炎症の定義を説明できる。 



 

12 

２）炎症の分類、組織形態学的変化と経時的変化を説明できる。 

３）感染症による炎症性変化を説明できる。 

４）創傷治癒の過程を概説できる。 
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Ｃ 人体各器官の正常構造と機能、病態、診断、治療 
 

 

１ 血液・造血器・リンパ系 

一般目標： 

血液・造血器・リンパ系の構造と機能を理解し、主な疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

１）骨髄の構造を説明できる。 

２）造血幹細胞から各血球への分化と成熟の過程を説明できる。 

３）脾臓、胸腺リンパ節、扁桃とパイエル板の構造と機能を説明できる。 

４）血漿タンパク質の種類と機能を説明できる。 

５）赤血球とヘモグロビンの構造と機能を説明できる。 

６）白血球の種類と機能を説明できる。 

７）血小板の機能と止血や凝固・線溶の機序を説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（検査はＥ２、身体診察はＥ３参照） 

１）血漿タンパク質の基準値とその変化の意義を説明できる。 

 

（３）症候 

 （【発熱】【全身倦怠感】【黄疸】【出血傾向】【腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤】【チアノーゼ】【貧血】【リンパ節

腫脹】はＥ１参照） 

 

（４）疾患 

①貧血 

到達目標： 

１）貧血を分類し、鑑別に有用な検査を列挙できる。 

２）鉄欠乏性貧血の病因、病態、診断と治療を説明できる。 

３）再生不良性貧血の病因、病態、診断、治療と予後を説明できる。 

４）溶血性貧血の病因、病態、診断と治療を説明できる。 

△５）巨赤芽球性貧血の病因、病態、診断と治療を説明できる。 

 

②白血病と類縁疾患 

到達目標： 

１）急性白血病の病態、症候、診断、治療と予後を説明できる。 

２）急性白血病の FAB 分類を概説できる。 

３）慢性骨髄性白血病の病態、症候、診断、治療と予後を説明できる。 

４）骨髄異形成症候群の臨床像を説明できる。 

△５）成人 T 細胞白血病の病因、疫学、臨床所見を説明できる。 

△６）小児白血病と成人白血病の違いを説明できる。 

△７）真性多血症の病因、病態、診断と治療を説明できる。 

 

③悪性リンパ腫と骨髄腫 

到達目標： 

１）悪性リンパ腫の分類を概説し、病態、症候、診断、治療と予後を説明できる。 

２）多発性骨髄腫の病態、症候、診断、治療と予後を説明できる。 

△３）単クローン性免疫グロブリン血症を概説できる。 
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④出血傾向・紫斑病その他 

到達目標： 

１）出血傾向の病因、病態、症候と診断を説明できる。 

２）特発性血小板減少性紫斑病の病態、症候、診断と治療を説明できる。 

３）血友病の病態、症候、診断、治療と遺伝形式を説明できる。 

４）播種性血管内凝固（症候群）〈DIC〉の基礎疾患、病態、診断と治療を説明できる。 

△５）溶血性尿毒症症候群 〈HUS〉 の基礎疾患、病態、診断と治療を説明できる。 

△６）アレルギー性（血管性）紫斑病を概説できる。 

△７）血栓性血小板減少性紫斑病〈TTP〉を概説できる。 

 

⑤脾臓疾患 

到達目標： 

１）脾腫をきたす疾患を列挙し、鑑別の要点を説明できる。 

 

２ 神経系 

一般目標： 

神経系の正常構造と機能を理解し、主な神経系疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

①神経系の一般特性 

到達目標： 

１）中枢神経系と末梢神経系の構成を概説できる。 

２）脳の血管支配と血液・脳関門を説明できる。 

３）脳のエネルギー代謝の特徴を説明できる。 

４）主な脳内神経伝達物質（アセチルコリン、ドパミン、ノルアドレナリン、グルタミン酸）とその作用を説明

できる。 

５）髄膜・脳室系の構造と脳脊髄液の産生と循環を説明できる。 

 

②脊髄と脊髄神経 

到達目標： 

１）脊髄の構造、機能局在と伝導路を説明できる。 

２）脊髄反射（伸張反射、屈筋反射）と筋の相反神経支配を説明できる。 

３）脊髄神経と神経叢（頸神経叢、腕神経叢、腰仙骨神経叢）の構成および主な骨格筋支配と皮膚分布を概説で

きる。 

 

③脳幹と脳神経 

到達目標： 

１）脳幹の構造と伝導路を説明できる。 

２）脳神経の名称、核の局在、走行・分布と機能を概説できる。 

３）脳幹の機能を概説できる。 

 

④大脳と高次機能 

到達目標： 

１）大脳の構造を説明できる。 

２）大脳皮質の機能局在（運動野・感覚野・言語野・連合野）を説明できる。 

△３）記憶、学習の機序を辺縁系の構成と関連させて概説できる。 

 

⑤運動系 

到達目標： 

１）随意運動の発現機構を錐体路を中心として概説できる。 

２）小脳の構造と機能を概説できる。 

３）大脳基底核（線条体、淡蒼球、黒質）の線維結合と機能を概説できる。  

 

⑥感覚系 

到達目標： 

１）表在感覚と深部感覚の受容機序と伝導路を説明できる。 
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２）視覚、聴覚・平衡覚、嗅覚、味覚の受容機序と伝導路を概説できる。 

 

⑦自律機能と本能行動 

到達目標： 

１）交感神経系と副交感神経系の中枢内局在、末梢分布、機能と伝達物質を概説できる。 

２）視床下部の構造と機能を内分泌および自律機能と関連づけて概説できる。 

３）ストレス反応と本能・情動行動の発現機序を概説できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（検査はＥ２、身体診察はＥ３参照） 
１）脳・脊髄 CT・MRI 検査で得られる情報を説明できる。 

２）神経系の電気生理学的検査（脳波、筋電図、末梢神経伝導速度）で得られる情報を説明できる。 

△３）脳血管撮影検査で得られる情報を説明できる。 

△４）神経・筋生検で得られる情報を説明できる。 

 

（３）症候 

 （【意識障害・失神】【頭痛】【運動麻痺・筋力低下】【けいれん】【めまい】はＥ１参照） 

 

①運動失調と不随意運動 

到達目標： 

１）小脳性・前庭性・感覚性運動失調を区別して説明できる。 

２）振戦を概説できる。 

△３）その他の不随意運動（ミオクローヌス、舞踏運動、ジストニア）を概説できる。 

 

②歩行障害 

到達目標： 

１）歩行障害を病態にもとづいて分類できる。 

 

③言語障害 

到達目標： 

１）失語症と構音障害の違いを説明できる。 

△２）言語障害を病態にもとづいて分類できる。 

 

④頭蓋内圧亢進 

到達目標： 

１）脳浮腫の病態を説明できる。 

２）急性・慢性頭蓋内圧亢進の症候を説明できる。 

△３）脳ヘルニアの種類と症候を説明できる。 

 

（４）疾患 

①脳・脊髄血管障害 

到達目標： 

１）脳血管障害（脳梗塞、脳内出血、くも膜下出血）の病態、症候と診断を説明できる。 

２）一過性脳虚血発作の病態を概説できる。 

△３）脳血管障害の治療とリハビリテーションを概説できる。 

△４）脊髄血管障害を概説できる。 

 

②認知症と変性疾患 

到達目標： 

１）認知症の病因を列挙できる。 
２）認知症をきたす主な病態（アルツハイマー病、脳血管性認知症）の症候と診断を説明できる。 
３）パーキンソン病の病態、症候と診断を説明できる。 
△４）筋萎縮性側索硬化症を概説できる。 
△５）脊髄小脳変性症を概説できる。 
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③感染性・炎症性・脱髄性疾患 

到達目標： 

１）脳炎・髄膜炎の病因、症候と診断を説明できる。 

２) 多発性硬化症の病態、症候と診断を説明できる。  

△３）脳膿瘍を概説できる。  

 

④脳・脊髄腫瘍 

到達目標： 

１）主な脳・脊髄腫瘍の分類と好発部位を説明し、病態を概説できる。 

 

⑤頭部外傷 

到達目標： 

１）頭部外傷の分類を説明できる。 

２）急性硬膜外・硬膜下血腫の症候と診断を説明できる。 

３）慢性硬膜下血腫の症候と診断を説明できる。 

△４）頭部外傷の治療とリハビリテーションを概説できる。 

 

⑥末梢神経疾患 

到達目標： 

１）ニューロパチーの病因（栄養障害、中毒、遺伝性）と病態を分類できる。 

２）ギラン・バレ症候群の症候、診断を説明できる。 

△３）ベル麻痺の症候、診断と治療を説明できる。 

△４）主な神経痛（三叉・肋間・坐骨神経痛）を概説できる。 

 

⑦筋疾患 

到達目標： 

１）重症筋無力症の病態、症候と診断を説明できる。 

２）進行性筋ジストロフィーの病因、分類、症候と診断を説明できる。 

３）周期性四肢麻痺を概説できる。 

△４）ミトコンドリア脳筋症を概説できる。 

 

⑧発作性疾患 

到達目標： 

１）てんかん（小児を含む）の分類、診断と治療を説明できる。 

△２）ナルコレプシーを概説できる。 

 

⑨先天性と周産期脳障害 

到達目標： 

１）脳性麻痺の病因、病型、症候とリハビリテーションを説明できる。 

２）水頭症の種類、症候と診断を説明できる。 

△３）脊髄空洞症を概説できる。 

△４）二分脊椎症を概説できる。 

 

３ 皮膚系               

一般目標： 

皮膚の構造と機能を理解し、主な皮膚疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

（身体診察はＥ３参照） 

１）皮膚の組織構造を図示して説明できる。 

２）皮膚の細胞動態と角化、メラニン形成の機構を説明できる。 

３）皮膚の免疫防御能を説明できる。 

４）皮脂分泌・発汗・経皮吸収を説明できる。 
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（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（身体診察はＥ３参照） 
１）皮膚検査法（硝子圧法、皮膚描記法、ニコルスキー現象、ツアンク試験、皮膚温測定法、発汗検査法、皮脂

測定法、光線テスト）を概説できる。 

２）皮膚アレルギー検査法（プリックテスト、皮内テスト、パッチテスト）を説明できる。 

３）微生物検査法（検体採取法、KOH 直接鏡顕法、細菌・真菌培養法、スピロヘータ検出法）を概説できる。 

 

（３）症候 

（【発疹】Ｅ１参照） 

 

（４）疾患 

①湿疹・皮膚炎群 

到達目標： 

１）湿疹反応を説明できる。 

２）湿疹・皮膚炎群の疾患（接触皮膚炎、アトピー性皮膚炎、脂漏性皮膚炎、貨幣状皮膚炎、皮脂欠乏性湿疹、

自家感作性皮膚炎）を列挙し、概説できる。 

 

②じんま疹、紅斑症、紅皮症と皮膚掻痒症 

到達目標： 

１）じんま疹の病態、診断と治療を説明できる。 

２）多形滲出性紅斑、環状紅斑と紅皮症の病因と病態を説明できる。 

３）皮膚掻痒症の病因と病態を説明できる。 

 

 

③紫斑・血流障害と血管炎 

到達目標： 

１）皮膚血流障害と血管炎の病因、症候と病態を説明できる。 

 

④薬疹・薬物障害 

到達目標： 

１）薬疹や薬物障害の発生機序、症候と治療を説明できる。 

△２）薬疹を起こしやすい主な薬物を列挙できる。 

 

⑤水疱症と膿疱症 

到達目標： 

１）自己免疫性水疱症の病因、病態と分類を説明できる。 

２）膿疱症の種類と病態を説明できる。 

△３）水疱症鑑別のための検査法を説明できる。 

△４）先天性表皮水疱症の種類と病態を説明できる。 

 

⑥乾癬と角化症 

到達目標： 

１）尋常性乾癬、扁平苔癬とジベルばら色粃糠疹の病態、症候と治療を説明できる。 

 

⑦母斑、腫瘍と色素異常 

到達目標： 

１）母斑・母斑症の種類を列挙できる。 

２）悪性黒色腫の症候と対応の仕方を説明できる。 

３）白斑の種類と病態を説明できる。 

△４）皮膚良性腫瘍、前癌状態と悪性腫瘍の種類と見分け方を説明できる。 

△５）皮膚悪性リンパ腫、血管肉腫と組織球症を説明できる。 

 

⑧皮膚感染症 

到達目標： 
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１）皮膚細菌感染症（伝染性膿痂疹、せつ、よう、毛嚢炎、丹毒、ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群）を列挙し、

概説できる。 
２）皮膚表在性と深在性真菌症の症候と病型を説明できる。 
△３）皮膚結核、ハンセン病の症候、病型と病因菌を説明できる。 
△４）梅毒の症候、病期と合併症を説明できる。 
 

⑨全身疾患 
到達目標： 

△１）全身性疾患（代謝異常、悪性腫瘍）の皮膚症状を列挙できる。 
 

４ 運動器（筋骨格）系 

一般目標： 

運動器系の正常構造と機能を理解し、主な運動器疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

１）骨・軟骨・関節・靱帯の構造と機能を説明できる。 

２）頭部・顔面の骨の構成を説明できる。 

３）四肢の骨・関節を列挙し、主な骨の配置を図示できる。 

４）椎骨の構造と脊柱の構成を説明できる。 

５）四肢の主要筋群の運動と神経支配を説明できる。 

６）骨盤の構成と性差を説明できる。 

７）骨の成長と骨形成・吸収の機序を説明できる。 

△８）姿勢と体幹の運動にかかわる筋群を概説できる。 

△９）抗重力筋を説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（身体診察はＥ３参照） 

１）徒手検査（関節可動域検査、徒手筋力検査）と知覚検査を説明できる。 

２）筋骨格系画像診断法（エックス線、MRI、脊髄造影、骨塩定量）の適応を概説できる。 

△３）筋骨格系の生理学的検査の種類と適応を概説できる。 

△４）関節鏡検査を概説できる。 

 

（３）症候 

  （【腰背部痛】【関節痛・関節腫脹】【運動麻痺・筋力低下】はＥ１参照） 

 

①動揺 

到達目標： 

１）関節動揺を概説できる。 

 

（４）疾患 

到達目標： 

１）骨折の分類（単純と複雑）、症候、診断、治療と合併症を説明できる。 

２）骨粗鬆症の病因と病態を説明し、骨折の好発部位を列挙できる。 

３）関節の脱臼、亜脱臼、捻挫、靱帯損傷の定義、重症度分類、診断と治療を説明できる。 

４）変形性関節症を列挙し、症候と治療を説明できる。 

５）関節炎の病因と治療を説明できる。 

６）骨肉腫とユーイング肉腫の診断と治療を説明できる。 

７）腰椎椎間板ヘルニアの診断と治療を説明できる。 

８）脊髄損傷の診断、治療とリハビリテーションを説明できる。 

９）絞扼性神経障害を列挙し、その症候を説明できる。 

△10）頸椎症性脊髄症（脊柱靭帯骨化症を含む）の神経症候を説明できる。 
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△11）腰部脊柱管狭窄症の症候と治療を説明できる。 

△12）腰椎分離・すべり症の症候と治療を説明できる。 

△13）転移性脊椎腫瘍の好発部位と診断を説明できる。 

△14）四肢の基本的外固定法を説明できる。 

△15）骨形成不全症と骨軟骨異形成症を概説できる。 

△16）コンパートメント症候群を概説できる。 

△17）骨・関節疾患のリハビリテーションを概説できる。 

 

５ 循環器系 

一般目標： 

循環器系の構造と機能を理解し、主な循環器疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

１）心臓の構造と分布する血管・神経を説明できる。 

２）心筋細胞の微細構造と機能を説明できる。 

３）心筋細胞の電気現象と心臓の興奮（刺激）伝導系を説明できる。 

４）興奮収縮連関を概説できる。 

５）体循環、肺循環と胎児循環を説明できる。 

６）大動脈の枝を図示し、分布域を概説できる。 

７）頭頸部と四肢の主な動脈を図示し、分布域を概説できる。 

８）主な静脈を図示し、門脈系と大静脈系の吻合部を説明できる。 

９）毛細血管における物質・水分交換を説明できる。 

10）胸管を経由するリンパの流れを概説できる。 

11）心周期にともなう血行動態を説明できる。 

12）心機能曲線と心拍出量の調節機序を説明できる。 

13）主な臓器（脳、心、肺）の循環調節を概説できる。 

14）血圧調節の機序を説明できる。 

△15）血流の局所調節の機序を概説できる。 

△16）運動時の循環反応とその機序を説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（検査はＥ２、身体診察はＥ３参照） 

１) 胸部エックス線写真と断層心エコー図から心臓・大血管の画像診断を説明できる。 

△２）心カテーテル検査（心内圧、心機能、シャント率の測定）と結果の解釈を説明できる。 

 

（３）症候 

（【チアノーゼ】【胸痛】【呼吸困難】【ショック】【動悸】【浮腫】【意識障害・失神】はＥ1参照） 

 

（４）疾患 

①心不全 

到達目標： 

１）心不全の定義と重症度分類を説明できる。 

２）心不全の原因疾患と病態生理を説明できる。 

３）左心不全と右心不全の診断を説明し、治療を概説できる。 

４）急性心不全と慢性心不全の診断を説明し、治療を概説できる。 

 

②虚血性心疾患 

到達目標： 

１）安定狭心症（労作性、冠攣縮性）の病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。 

２）急性冠症候群（急性心筋梗塞、不安定狭心症）の病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。 
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③不整脈 

到達目標： 

１）主な頻脈性不整脈（期外収縮、WPW 症候群、発作性頻拍）の心電図上の特徴を説明できる。 

２）主な徐脈性不整脈（洞不全症候群、房室ブロック）の心電図上の特徴を説明できる。 

３）致死的不整脈の心電図上の特徴を説明できる。 

４）不整脈の治療（抗不整脈薬、電気的除細動、ペースメーカー療法）を概説できる。 

 

④弁膜症 

到達目標： 

１）主な弁膜症（僧帽弁疾患、大動脈弁疾患）の病因、病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。 

２）感染性心内膜炎の病因、症候と診断を説明し、治療を概説できる。 

 

⑤心筋・心膜疾患 

到達目標： 

１）特発性心筋症と二次性心筋疾患の定義・概念と病態生理を説明できる。 

△２）心筋炎の病因と症候を説明できる。 

△３）急性心膜炎の症候を説明できる。 

△４）心タンポナーデの病因と診断を説明し、治療を概説できる。 

 

⑥先天性心疾患 

到達目標： 

１）主な先天性心疾患（心房中隔欠損、心室中隔欠損、動脈管開存、ファロー四徴）の病態生理、症候と診断を

説明し、治療を概説できる。 

 

⑦動脈疾患 

到達目標： 

１）動脈硬化症の危険因子、病態生理と合併症を説明できる。 

２）大動脈解離と大動脈瘤を概説できる。 

３）閉塞性動脈硬化症とバージャー病を概説できる。 

△４）大動脈炎症候群を概説できる。 

 

⑧静脈・リンパ管疾患 

到達目標： 

１）深部静脈血栓症の病因と症候を説明し、治療を概説できる。 

△２）上大静脈症候群の病因と症候を説明できる。 

△３）下肢静脈瘤を概説できる。 

△４）リンパ浮腫の病因を列挙できる。 

 

⑨高血圧症 

到達目標： 

１）本態性高血圧症の疫学、診断、合併症と予後を説明し、治療を概説できる。 

２）二次性高血圧症の病因を列挙し、診断を説明し、治療を概説できる。 

 

６ 呼吸器系 

一般目標： 

呼吸器系の構造と機能を理解し、主な呼吸器疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

１）気道の構造、肺葉・肺区域と肺門の構造を説明できる。 

２）肺循環の特徴を説明できる。 

３）縦隔と胸膜腔の構造を説明できる。 

４）呼吸筋と呼吸運動の機序を説明できる。 

５）肺気量と肺・胸郭系の圧・容量関係（コンプライアンス）を説明できる。 

６）肺胞におけるガス交換と血流の関係を説明できる。 

７）肺の換気と血流（換気血流比）が動脈血ガスにおよぼす影響を説明できる。 
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８）呼吸中枢を介する呼吸調節の機序を説明できる。 

９）血液による酸素と二酸化炭素の運搬の仕組みを説明できる。 

10）気道と肺の防御機構（免疫学的・非免疫学的）と代謝機能を説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（検査はＥ２、身体診察はＥ３参照） 

１）呼吸器系の画像検査（エックス線、CT、MRI、核医学検査）の意義を説明できる。 

２）気管支鏡検査の意義を説明できる。 

３）喀痰検査の意義を説明できる。 

 

（３）症候 

 （【チアノーゼ】【胸水】【胸痛】【呼吸困難】【咳・痰】【血痰・喀血】はＥ1参照） 

 

①喘鳴 

到達目標： 

１）喘鳴の発生機序と原因疾患を説明できる。 

 

（４）疾患 

①呼吸不全、低酸素（血）症と高二酸化炭素（血）症 

到達目標： 

１）呼吸不全の定義、分類、病態生理と主な病因を説明できる。 

２）低酸素（血）症と高二酸化炭素（血）症の病因、分類と診断を説明し、治療を概説できる。 

 

②呼吸器感染症 

到達目標： 

１）急性上気道感染症（かぜ症候群）の病因、診断と治療を説明できる。 

２）気管支炎・肺炎の主な病原体を列挙し、症候、診断と治療を説明できる。 

３）肺結核症の症候、診断、治療と届出手続きを説明できる。 

△４）非結核性（非定型）抗酸菌症を概説できる。 

△５）嚥下性肺炎の発生機序とその予防法を説明できる。 

△６）クループの病因、診断と治療を説明できる。 

△７）肺化膿症と膿胸を概説できる。 

 

③閉塞性・拘束性障害をきたす肺疾患 

到達目標： 

１）慢性閉塞性呼吸機能障害の病因を列挙できる。 

２）慢性気管支炎の定義、診断と治療を説明できる。 

３）肺気腫の病因、診断と治療を説明できる。 

４）気管支喘息の病態生理、診断と治療を説明できる。 

５）小児期の気管支喘息の特徴を説明できる。 

６）間質性肺炎の病態、診断と治療を説明できる。 

△７）びまん性汎細気管支炎を概説できる。 

△８）放射線肺臓炎を概説できる。 

△９）じん肺と石綿肺を概説できる。 

 

④肺循環障害 

到達目標： 

１）肺性心の病因、診断と治療を説明できる。 

２）急性呼吸促迫症候群 〈ARDS〉 の病因、症候と治療を説明できる。 

３）肺血栓・塞栓症の病因、診断と治療を説明できる。 

△４）肺高血圧症を概説できる。 

 

⑤免疫学的機序による肺疾患 

到達目標： 
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１）過敏性肺（臓）炎の病因、症候と診断を説明できる。 
２）サルコイドーシスの症候、診断と治療を説明できる。 

△３）好酸球性肺疾患を概説できる。 

 

⑥肺癌 

到達目標： 

１）原発性肺癌の分類、症候、診断と治療を説明できる。 

２）転移性肺腫瘍の診断と治療を説明できる。 

 

⑦異常呼吸 

到達目標： 

１）過換気症候群を概説できる。 

△２）睡眠時無呼吸症候群を概説できる。 

 

⑧気管支拡張症とその他の肺疾患 

到達目標： 

１）気管支拡張症の症候、診断と治療を説明できる。 

２）無気肺の病因と診断を説明できる。 

３）新生児呼吸促迫症候群の症候、病態、診断と治療を説明できる。 

 

⑨胸膜・縦隔疾患 

到達目標： 

１）胸膜炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。 

２）気胸の病因、症候、診断と治療を説明できる。 

３）縦隔腫瘍の種類を列挙し、診断と治療を説明できる。 

△４）縦隔気腫の病因、症候と診断を説明できる。 

△５）胸膜生検の適応を説明できる。 

△６）胸膜中皮腫を概説できる。 

 

７ 消化器系 

一般目標： 

消化器系の正常構造と機能を理解し、主な消化器系疾患の病態生理、病因、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

１）各消化器官の位置、形態と血管分布を図示できる。 

２）腹膜と臓器の関係を説明できる。 

３）食道・胃・小腸・大腸の基本構造と部位による違いを説明できる。 

４）消化管運動の仕組みを説明できる。 

５）消化器官に対する自律神経の作用を説明できる。 

６）肝の構造と機能を説明できる。 

７）胃液の作用と分泌機序を説明できる。 

８）胆汁の作用と胆嚢収縮の調節機序を説明できる。 

９）膵外分泌系の構造と膵液の作用を説明できる。 

10）小腸における消化・吸収を説明できる。 

11）大腸における糞便形成と排便の仕組みを説明できる。 

12）主な消化管ホルモンの作用を説明できる。 

13）歯、舌、唾液腺の構造と機能を説明できる。 

△14）咀嚼と嚥下の機構を説明できる。 

△15）消化管の正常細菌叢の役割を説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（検査はＥ２、身体診察はＥ３参照） 

１）代表的な肝炎ウイルス検査の検査項目を列挙し、その意義を説明できる。 
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２）消化器関連の代表的な腫瘍マーカー（AFP、CEA 、CA19-9）の意義を説明できる。 

３）消化器系疾患の画像検査を列挙し、検査から得られる情報を説明できる。 

４）消化器内視鏡検査から得られる情報を説明できる。 

５）生検と細胞診の意義と適応を説明できる。 

 

（３）症候 

（【便秘・下痢】【吐血・下血】【悪心・嘔吐】【食思（欲）不振】【黄疸】【腹痛】【腹部膨隆（腹水を含む）・腫

瘤】はＥ１参照） 

 

①肝腫大 

到達目標： 

１）肝腫大をきたす疾患を列挙し、その病態生理を説明できる。 

△２）肝腫大のある患者における医療面接、診察と診断の要点を説明できる。 

 

（４）疾患 

①食道疾患 

到達目標： 

１）食道癌の病理、肉眼分類と進行度分類を説明できる。 

２）食道癌の症候、診断、治療と予後を説明できる。 

３）食道静脈瘤の病態生理、内視鏡分類と治療を説明できる。 

４）胃食道逆流症の病態生理、症候と診断を説明できる。 

△５）逆流性食道炎を概説できる。 

△６）マロリー・ワイス症候群を概説できる。 

 

②胃・十二指腸疾患 

到達目標： 

１）胃癌の疫学、病理、症候、肉眼分類と進行度分類を説明できる。 

２）胃癌の診断法を列挙し、所見とその意義を説明できる。 

３）胃癌の進行度に応じた治療を概説できる。 

４）消化性潰瘍の病因、症候、ステージ分類、診断と治療を説明できる。 

５）ヘリコバクター・ピロリ感染症の診断と治療を説明できる。 

６）胃ポリープの病理と肉眼分類を説明できる。 

△７）急性胃粘膜病変の概念、診断と治療を説明できる。 

△８）慢性胃炎を概説できる。 

△９）胃切除後症候群の病態生理を説明できる。 

△10）肥厚性幽門狭窄症を概説できる。 

 

③小腸・大腸疾患 

到達目標： 

１）大腸癌の病理と分類（肉眼、進行度、病期）を説明できる。 

２）大腸癌の症候、診断と治療を説明できる。 

３）大腸ポリープの分類、症候、診断と治療を説明できる。 

４）急性虫垂炎の症候、診断と治療を説明できる。 

５）腸閉塞（イレウス）の病因、症候、診断と治療を説明できる。 
６）炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎・クローン病）の病態、症候、診断と治療を説明できる。 

７）痔核と痔瘻の病態、症候と診断を説明できる。 

８）過敏性腸症候群を概説できる。 

△９）腸管憩室を概説できる。 

△10）薬剤性大腸炎を概説できる。 

△11）消化管ポリポーシスを概説できる。 

△12）大腸の主な先天性疾患（鎖肛、ヒルシュスプルング病）を概説できる。 

△13）腸重積症を概説できる。 

△14）消化管カルチノイドを概説できる。 

 

④胆道疾患 

到達目標： 
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１）胆石症の病因、症候、診断と治療を説明できる。 
２）胆嚢炎と胆管炎の病因、病態、症候、診断、合併症と治療を説明できる。 
３）胆嚢・胆管癌の病理、症候、診断と治療を説明できる。 

△４）胆嚢ポリープを概説できる。 

△５）先天性胆道拡張症と膵・胆管合流異常症を概説できる。 

 

⑤肝疾患 

到達目標： 

１）Ａ型・Ｂ型・Ｃ型肝炎の疫学、症候、診断、治療、経過と予後を説明できる。 

２）急性肝炎、劇症肝炎と慢性肝炎の定義を説明できる。 

３）肝硬変の病因、病理、症候、診断と治療を説明できる。 

４）肝硬変の合併症（門脈圧亢進症と肝性脳症）を概説できる。 

５）原発性肝癌の病因、病理、症候、診断と治療を説明できる。 

６）アルコール性肝障害を概説できる。 

△７）薬物性肝障害を概説できる。 

△８）肝膿瘍の症候、診断と治療を説明できる。 

 

⑥膵臓疾患 

到達目標： 

１）急性膵炎（アルコール性、胆石性、特発性）の病態生理、症候、診断と治療を説明できる。 

２）慢性膵炎（アルコール性、特発性）の病態生理、症候、診断、合併症と治療を説明できる。 

３）膵癌の病理、症候と診断を説明できる。 

△４）重症急性膵炎の病態生理、診断基準と治療を説明できる。 

△５）嚢胞性膵疾患の分類と病理を説明できる。 

 

⑦腹膜・腹壁・横隔膜疾患 

到達目標： 

１）腹膜炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。 

２）ヘルニアの概念（滑脱、嵌頓、絞扼性）と好発部位を説明できる。 

３）鼠径ヘルニアの病因、診断と治療を説明できる。 

 

８ 腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む） 

一般目標： 

腎・尿路系の構造と機能を理解し、主な腎・尿路系疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

１）体液の量と組成・浸透圧を小児と成人を区別して説明できる。 

２）腎・尿路系の位置・形態と血管分布・神経支配を説明できる。 

３）腎の機能の全体像やネフロン各部の構造と機能を概説できる。 

４）腎糸球体における濾過の機序を説明できる。 

５）尿細管各部における再吸収・分泌機構と尿の濃縮機序を説明できる。 

６）水電解質・酸塩基平衡の調節機構を概説できる。 

７）腎に作用するホルモン・血管作働性物質の作用を説明できる。 

８）蓄排尿の機序を説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（身体診察はＥ３参照） 

１）腎・尿路系の画像診断を概説できる。 

２）糸球体濾過量を測定する方法を概説できる。 

△３）腎生検の適応と禁忌を説明できる。 

△４）尿流動態検査を説明できる。 
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（３）症候 

（【浮腫】【タンパク尿】【血尿】【尿量・排尿の異常】【脱水】はＥ１参照） 

 

①電解質代謝異常 

到達目標： 

１）高・低ナトリウム血症を概説できる。 

２）高・低カリウム血症を概説できる。 

３）高・低カルシウム血症を概説できる。 

△４）高・低リン血症と高・低クロール血症を概説できる。 

 

②アシドーシス・アルカローシス 

到達目標： 

１）アシドーシス・アルカローシスの定義、病態生理と診断を説明できる。 

△２）アシドーシス・アルカローシスの治療を概説できる。 

 

（４）疾患 

①腎不全 

到達目標： 

１）急性腎不全の病因、症候、診断と治療を説明できる。 

２）慢性腎不全の病因、症候、診断と治療を概説できる。 

△３）慢性腎不全の治療（透析・腎移植）を説明できる。 

 

②原発性糸球体疾患 

到達目標： 

１）急性糸球体腎炎症候群の病因、症候、診断と治療を説明できる。 

２）慢性糸球体腎炎症候群（IgA 腎症を含む）の症候、診断と治療を説明できる。 

３）ネフローゼ症候群の分類、症候、診断と治療を説明できる。 

△４）急速進行性糸球体腎炎症候群を概説できる。 

 

③腎血管障害 

到達目標： 

１）腎血管性高血圧症を概説できる。 

 

④尿細管機能異常 

到達目標： 

１）尿細管性アシドーシスの分類、病態生理、診断と治療を説明できる。 

△２）ファンコーニ症候群（腎性糖尿を含む）の概念、症候と診断を説明できる。 

 

⑤間質性腎疾患 

到達目標： 

１）急性・慢性腎盂腎炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。 

２）急性・慢性間質性腎炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。 

 

⑥全身性疾患による腎障害 

到達目標： 

１）糖尿病性腎症の症候、診断と治療を説明できる。 

△２）ループス腎炎の症候、診断と治療を説明できる。 

△３）アミロイド腎症の症候、診断と治療を説明できる。 

△４）膠原病類縁疾患（血管炎症候群、グッドパスチャー症候群）の腎病変を説明できる。 

△５）紫斑病性腎炎を概説できる。 

 

⑦先天異常、腫瘍と外傷 

到達目標： 

１）腎尿路の主な先天異常（多発性嚢胞腎、膀胱尿管逆流症）を概説できる。 

２) 腎癌・膀胱癌の症候、診断と治療を説明できる。 

△３）腎外傷の症候、診断と治療を説明できる。 
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⑧尿路疾患 

到達目標： 

１）尿路結石の病因、症候、診断と治療を説明できる。 

△２）尿路の炎症（膀胱炎・前立腺炎・尿道炎）の病因、診断と治療を説明できる。 

△３）神経因性膀胱を概説できる。 

 

９ 生殖機能 

一般目標： 

 生殖系の構造と機能を理解し、生殖器に問題を有する患者の診断と治療に関する知識を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

１）生殖腺の発生と性分化の過程を説明できる。 

２）男性生殖器の発育の過程を説明できる。 

３）男性生殖器の形態と機能を説明できる。 

４）精巣の組織構造と精子形成の過程を説明できる。 

５）陰茎の組織構造と勃起・射精の機序を説明できる。 

６）女性生殖器の発育の過程を説明できる。 

７）女性生殖器の形態と機能を説明できる。 

８）性周期発現と排卵の機序を説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

①男性生殖器  
到達目標： 
（身体診察はＥ３参照） 
１）精巣と前立腺の検査法（尿道造影、超音波検査、CT、MRI）を説明し、結果を解釈できる。 

 
②女性生殖器  
到達目標： 
１）基礎体温の所見を説明できる。 
２）血中ホルモン（ＦＳＨ、ＬＨ、プロラクチン、hCG、エストロゲン、プロゲステロン）測定値を評価できる。 
△３）腟分泌物の所見を説明できる。   
△４）子宮頸部・内膜の細胞診と組織診の所見を概説できる。 
△５）腫瘍マーカーの測定値の意味を説明できる。 
△６）骨盤内臓器と腫瘍の画像診断（超音波断層法、CT、MRI、子宮卵管造影）所見を概説できる。 
 

（３）症候 

①男性生殖器  
（【腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤】【腹痛】【血尿】【尿量・排尿の異常】はＥ1参照）  
到達目標：    

１）勃起不全と射精障害を概説できる。 

２）精巣機能障害を概説できる。 

 
②女性生殖器  
（【月経異常】【腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤】【腹痛】【尿量・排尿の異常】【貧血】はＥ1参照）  
到達目標： 

１）不正性器出血、乳汁漏出、腟分泌物（帯下）の増量、腟乾燥感、性交痛をきたす疾患を列挙し、その病態を

説明できる。 

 

（４）疾患 

①男性生殖器疾患 

到達目標：    
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１）男性不妊症を概説できる。 

２）前立腺肥大症の診断と治療を説明できる。 

３）前立腺癌の診断と治療を説明できる。 

４）精巣腫瘍を概説できる。 
△５）陰嚢内腫瘤の診断を説明できる。 

△６）停留精巣を概説できる。 
 

②女性生殖器疾患 

到達目標： 

１）内外生殖器の先天異常を説明できる。 

２）卵巣機能障害を概説できる。 

３）不妊症の系統診断と治療を説明できる。 

４）子宮筋腫・子宮腺筋症の症候、診断と治療を概説できる。 

５）子宮内膜症の症候、診断と治療を説明できる。 

６）子宮癌の症候、診断と治療を概説できる。 

７）卵巣腫瘍の分類と症候、診断と治療を概説できる。 

８）外陰、腟と骨盤内感染症の症候、診断と治療を説明できる。 

△９）絨毛性疾患（胞状奇胎、絨毛癌）の診断、治療と管理を説明できる。 
 

１０ 妊娠と分娩 

一般目標： 

妊娠、分娩と産褥期の管理に必要な基礎知識とともに、母性保健、生殖医療のあり方を学ぶ。 
 

（１）診断と検査の基本 

到達目標： 

（身体診察はＥ３参照） 
１）妊娠の診断法を説明できる。 

２）妊娠に伴う身体的変化を概説できる。  
３）胎児・胎盤検査法（超音波検査法、分娩監視装置による）の意義を説明できる。 

△４）羊水検査法の意義と異常所見を説明できる。 

 

（２）症候 

（【悪心・嘔吐】【腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤】【浮腫】【腹痛】はＥ1参照）  
 

（３）正常妊娠・分娩・産褥 

到達目標： 

１）妊娠・分娩・産褥での母体の解剖学的と生理学的変化を説明できる。 

２）胎児・胎盤系の発達過程での機能・形態的変化を説明できる。 

３）正常妊娠の経過を説明できる。 

４）正常分娩の経過を説明できる。 

５）産褥の過程を説明できる。 

△６）母性保健の意義を医学的に説明できる。 

 

（４）疾患 

到達目標： 

１）主な異常妊娠（流産、切迫流産、子宮外妊娠、妊娠高血圧症、多胎妊娠、骨盤位）の病態を説明できる。 

２）主な異常分娩（早産、微弱陣痛、遷延分娩、回旋異常、前置胎盤、常位胎盤早期剥離、弛緩出血、分娩損傷）

の病態を説明できる。 

３）主な異常産褥（子宮復古不全、産褥熱、乳腺炎）の病態を説明できる。 

△４）産科救急〔産科出血、播種性血管内凝固（症候群）〈DIC〉〕の病態と治療を説明できる。 
△５）主な妊娠合併症（耐糖能異常、血小板減少症、甲状腺疾患）の病態を説明できる。 
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（５）産科手術 

到達目標： 

１）人工妊娠中絶の適応を説明できる。 

２）帝王切開術の適応を説明できる。 

△３）鉗子・吸引分娩術の適応を説明できる。 

△４）骨盤位牽出術の方法と合併症を説明できる。 

△５）産科麻酔の特徴を概説できる。 

 

１１ 乳房 

一般目標： 

乳房の構造と内分泌依存性の機能を理解し、主な乳房疾患の症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

１）乳房の構造と機能を説明できる。 

２）成長発達に伴う乳房の変化を説明できる。 

３）乳汁分泌に関するホルモンの作用を説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（身体診察はＥ３参照） 

１）乳房腫瘤の画像診断（乳房撮影、超音波検査、CT）を概説できる。 

△２）乳房腫瘤に対する細胞・組織診断法を概説できる。 

 

（３）症候 

到達目標： 

乳房腫瘤、異常乳汁分泌（出血性乳房）と乳房の腫脹・疼痛・変形をきたす主な病因を列挙できる。 

 

（４）疾患 

１）良性乳腺疾患の種類を列挙できる。 

２）乳癌の危険因子、症候、診断、治療と予後を説明できる。 

△３）女性化乳房を概説できる。 

 

１２ 内分泌・栄養・代謝系 

一般目標： 

内分泌・代謝系の構成と機能を理解し、主な内分泌･代謝疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

１）ホルモンを構造から分類し作用機序を説明できる。 

２）ホルモン分泌の調節機構を概説できる。 

３）各内分泌器官の位置を図示し、そこから分泌されるホルモンを列挙できる。 

４）視床下部ホルモン・下垂体ホルモンの名称、作用と相互関係を説明できる。 

５）甲状腺と副甲状腺（上皮小体）から分泌されるホルモンの作用と分泌調節機構を説明できる。 

６）副腎の構造と分泌されるホルモンの作用と分泌調節機構を説明できる。 

７）膵島から分泌されるホルモンの作用を説明できる。 

８）男性ホルモン・女性ホルモンの合成・代謝経路と作用を説明できる。 

△９）糖質・タンパク質・脂質の代謝経路と相互作用を説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 
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（身体診察はＥ３参照） 

１）ホルモンの過剰または欠乏がもたらす身体症状を説明できる。 

２）血中ホルモン濃度に影響を与える因子を列挙できる。 

３）甲状腺疾患と副腎疾患の検査を概説できる。 

△４）ホルモンの日内変動の例を挙げて説明できる。 

△５）ホルモン分泌刺激試験と抑制試験の原理と反応の型を説明できる。 

 

（３）症候 

 （【肥満・やせ】【月経異常】はＥ１参照） 

①低身長 

到達目標： 

△１）低身長をきたす疾患を列挙し、その病態生理を説明できる。 

 

②甲状腺腫 

到達目標： 

１）甲状腺腫を分類し、疾患を列挙できる。 

△２）甲状腺の触診ができる。 

 

（４）疾患 

①視床下部・下垂体疾患 

到達目標： 

１）クッシング病の病態と診断を説明できる。 

２）先端巨大症を概説できる。 

３）汎下垂体機能低下症を概説できる。 

４）尿崩症を概説できる。 
△５）成長ホルモン分泌不全性低身長を概説できる。 

△６）視床下部・下垂体の画像検査の意義と適応を説明できる。 

△７）高プロラクチン血症を概説できる。 

△８）ADH 不適切分泌症候群を概説できる。 

△９）下垂体腫瘍の外科的治療を説明できる。  

 

②甲状腺疾患 

到達目標： 

１）バセドウ病の病態、症候、診断と治療を説明できる。 

２）甲状腺炎（慢性・亜急性）を概説できる。 

３）甲状腺機能低下症の症候、診断と治療を説明できる。 

△４）甲状腺腫瘍を分類し、その特徴を説明できる。 

△５）甲状腺疾患の外科的治療の適応と合併症を説明できる。 

     

③副甲状腺（上皮小体）疾患とカルシウム代謝異常 

到達目標： 

１）カルシウム代謝の異常を疾患と関連づけて説明できる。 

２）副甲状腺機能の亢進症と低下症の病因、病態、症候と診断を説明できる。 

△３）悪性腫瘍に伴う高カルシウム血症を概説できる。 

△４）偽性副甲状腺機能低下症を概説できる。 

 

④副腎皮質・髄質疾患 

到達目標： 

１）クッシング症候群の病態、症候と診断を説明できる。 

２）アルドステロン過剰症を概説できる。 

３）褐色細胞腫を概説できる。 

△４）副腎不全（急性・慢性）の病因、病態生理、症候、診断と治療を説明できる。 
△５）先天性副腎皮質過形成を概説できる。 

△６）神経芽腫を概説し、小児腹部固形腫瘍（腎芽腫、胚芽腫、奇形腫）との鑑別点を説明できる。 

 

⑤糖代謝異常 

到達目標： 

１）糖尿病の病因、病態生理、分類、症候と診断を説明できる。 

２）糖尿病の急性合併症を説明できる。 
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３）糖尿病の慢性合併症を列挙し、概説できる。 

４）糖尿病の治療（食事療法、運動療法、薬物治療）を概説できる。 

△５）低血糖症を概説できる。 

 

⑥脂質代謝異常 

到達目標： 

１）高脂血症の分類、病因と病態を説明できる。 

△２）高脂血症の予防と治療を説明できる。 

 

⑦タンパク質および核酸代謝異常 

到達目標： 

１）血清タンパク質の異常を概説できる。 

２）高尿酸血症・痛風の病因と病態を説明できる。 

△３）アミロイドーシスを概説できる。 

 

⑧ビタミンの欠乏と過剰 

到達目標： 

１）ビタミン欠乏症と過剰症を概説できる。 

 

⑨先天性代謝疾患 

到達目標： 

△１）主な先天性代謝疾患（フェニルケトン尿症、ガラクトース血症、ホモシスチン尿症、メープルシロップ尿

症）を概説できる。 

△２）ヘモクロマトーシスを概説できる。 

△３）ポルフィリアを概説できる。 

△４）ウイルソン病を概説できる。 

 

１３ 眼・視覚系 

一般目標： 

眼・視覚系疾患の構造と機能を理解し、眼・視覚系疾患の症候、病態、診断と治療を理解する。 

 

（１）構造と機能 

到達目標 

１）眼球と付属器の構造と機能を説明できる。 

２）視覚情報の受容のしくみと伝導路を説明できる。 

３）眼球運動のしくみを説明できる。 

４）対光反射、輻輳反射、角膜反射の機能について説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（身体診察はＥ３参照） 

１）基本的眼科検査（視力検査、視野検査、細隙灯顕微鏡検査、眼圧検査、眼底検査）を列挙し、それらの原理

と適応を述べ、主要所見を解釈できる。 

 

（３）症候 

（【めまい】【頭痛】【悪心・嘔吐】はＥ１参照） 

到達目標： 

１）眼・視覚系に関する主要症候（視力障害、視野異常、眼球運動障害、眼脂・眼の充血、飛蚊症、眼痛）を列 

挙し、それらの発生機序、原因疾患と治療を説明できる。 

 

（４）疾患 

到達目標 

１）屈折異常（近視、遠視、乱視）と調節障害の病態生理を説明できる。 

２）伝染性結膜疾患の症候、診断と治療を説明できる。   



 

31 

３）白内障の病因、症候、診断と治療を説明できる。 
４）緑内障の病因を列挙し、それらの発症機序、症候と治療を説明できる。 

５）裂孔原性網膜剥離の症候、診断と治療を説明できる。 

６）糖尿病、高血圧・動脈硬化による眼底変化を説明できる。 

△７）ぶどう膜炎の病因、症候、診断と治療を説明できる。 

△８）うっ血乳頭の病因、症候と診断を説明できる。 

△９）視神経症の病因、症候と診断を説明できる。 

△10）化学外傷（アルカリ、酸）の症候と救急処置を説明できる。 

△11）色覚多様性（色覚障害）を概説できる。 

△12）網膜静脈閉塞症と動脈閉塞症の症候、診断と治療を説明できる。 

△13）網膜芽細胞腫の症候、診断と治療を説明できる。 

△14）網膜中心動脈閉塞症の症候、診断と治療を説明できる。 

 

１４ 耳鼻・咽喉・口腔系 

一般目標： 

耳鼻・咽喉・口腔の構造と機能を理解し、耳鼻・咽喉・口腔系疾患の症候、病態、診断と治療を理解する。 

 

（１）構造と機能 

到達目標： 

１）外耳・中耳・内耳の構造を図示できる。 

２）聴覚・平衡覚の受容のしくみと伝導路を説明できる。 

３）口腔・鼻腔・咽頭・喉頭の構造を図示できる。 

４）喉頭の機能と神経支配を説明できる。 

△５）平衡感覚機構を眼球運動、姿勢制御と関連させて説明できる。 

△６）味覚と嗅覚の受容のしくみと伝導路を説明できる。 

 

（２）診断と検査の基本 

到達目標： 

（身体診察はＥ３参照） 

１）聴力検査と平衡機能検査を説明できる。 

△２）味覚・嗅覚検査を説明できる。  

 

（３）症候 

（【めまい】【嚥下困難・障害】はＥ１参照） 

到達目標： 

１）難聴、鼻出血、咽頭痛、開口障害と嗄声をきたす疾患を列挙し、その病態を説明できる。 

 

（４）疾患 

到達目標： 

１）滲出性中耳炎、急性中耳炎と慢性中耳炎の病因、診断と治療を説明できる。 

２）伝音難聴と感音難聴、迷路性と中枢性難聴を病態から鑑別し、治療を説明できる。 

３）末梢性めまいと中枢性めまいを鑑別し、治療を説明できる。 

４）鼻出血の好発部位と止血法を説明できる。 

５）副鼻腔炎の病態と治療を説明できる。 

６）アレルギー性鼻炎の発症機構を説明できる。 

７）扁桃の炎症性疾患の病態と治療を説明できる。 

８）喉頭癌の症候、診断と治療を説明できる。 

９）う歯と歯周病を概説できる。 

10）気管切開の適応を説明できる。 

△11）鼻腔・副鼻腔、口腔、咽頭の悪性腫瘍を概説できる。 

△12）外耳道・鼻腔・咽頭・喉頭・食道の代表的な異物を説明し、除去法を説明できる。 

△13）顔面・頸部外傷の症候と診断を説明できる。 

△14）唾液腺疾患を列挙できる。 
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１５ 精神系 

一般目標： 

精神と行動の障害に対して、全人的な立場から、病態生理、診断、治療を理解し、良好な患者と医師の信頼関

係にもとづいた全人的医療を学ぶ。 

 

（１）診断と検査の基本 

到達目標： 

（身体診察はＥ３参照） 

１）患者-医師の良好な信頼関係にもとづく精神科面接の基本を説明できる。 

２）精神科診断分類法（多軸診断システムを含む）を説明できる。 

３）精神科医療の法と倫理に関する必須項目（精神保健福祉法、心神喪失者等医療観察法、インフォームドコン

セント）を説明できる。 

４）コンサルテーション・リエゾン精神医学を説明できる。 

△５）心理検査法の種類と概要を説明できる。 

 

（２）症候 

到達目標： 

１）不安・そううつをきたす精神障害を列挙し、その鑑別診断を説明できる。 

２）不眠と幻覚・妄想をきたす精神障害を列挙し、その鑑別診断と治療を説明できる。 

 

（３）疾患・障害 

到達目標： 

１）症状精神病の概念と診断を概説できる。 

２）認知症の診断と治療を説明できる。 

３）薬物の乱用、依存、離脱の病態と症候を説明できる。 

４）アルコール依存症の病態、診断と合併症を説明できる。 

５）統合失調症の急性期の診断と救急治療を説明できる。 

６）統合失調症の慢性期の症候と診断を説明できる。 

７）うつ病の症候と診断を説明できる。 

８）そううつ病（双極性障害）の症候と診断を説明できる。 

９）不安障害（パニック、恐怖症性あるいは全般性不安障害）の症候と診断を説明できる。 

10）ストレス関連疾病の症候と診断を説明できる。 

11）心身症（摂食障害を含む）の症候と診断を説明できる。 

△12）主な精神疾患・障害の治療を概説できる。 

△13）解離性障害（ヒステリー）の症候、診断と治療を説明できる。 

△14）身体表現性障害の症候、診断と治療を説明できる。 

△15）人格障害を概説できる。 

△16）精神遅滞（知的障害）と広汎性発達障害（自閉症）を概説できる。 

△17）多動性障害と行為障害を概説できる。 

 



 

33 

 

Ｄ 全身におよぶ生理的変化、病態、診断、治療 
 

 

１ 感染症 

一般目標： 

主な感染症の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。 
 

（１）病態 

到達目標： 

１）病原体に対する生体の反応を説明できる。 

２) 敗血症の症候、診断と治療の基本を説明できる。 

３）菌交代現象・菌交代症を概説できる。 

４）日和見感染症を説明できる。 

５）下痢症、食中毒を起こす病原体を列挙し、診断と治療の基本を説明できる。 

６）新興感染症・再興感染症を列挙できる。 

△７）全身性炎症（性）反応症候群〈SIRS〉を概説できる。 

 

（２）診断・検査・治療の基本 

到達目標： 

１）主な感染症の原因となる病原体を分類できる。 

２）細菌学的診断と血清学的診断を概説できる。 

３) 感染症の化学療法を概説できる。 

△４）感染症の DNA 診断法を概説できる。 

△５）予防接種の適応と意義を説明できる。 

 

（３）症候 

（【ショック】【発熱】【けいれん】【意識障害・失神】【チアノーゼ】【脱水】【全身倦怠感】【黄疸】【発疹】

【リンパ節腫脹】【浮腫】【胸水】【胸痛】【呼吸困難】【咳・痰】【血痰・喀血】【頭痛】【腹痛】【悪心・嘔吐】 

【下痢】【吐血・下血】【タンパク尿】【血尿】【関節痛・関節腫脹】【腰背部痛】はＥ1参照） 

 

（４）病態と疾患 

①ウイルス感染症・プリオン病 

到達目標： 

１）インフルエンザの症候、診断と治療を説明できる。 

２）麻疹の症候と診断を説明できる。 

３）風疹の症候、診断と合併症を説明できる。 

４）流行性耳下腺炎の症候、診断と合併症を説明できる。 

５）水痘・帯状疱疹ウイルス感染症の症候、診断と治療を説明できる。  
６）ウイルス性皮膚疾患（単純ヘルペスウイルス感染症、伝染性紅斑、手足口病、ウイルス性ゆうぜい）を概説

できる。 
７）ヒト免疫不全ウイルス〈HIV〉感染症の感染経路、自然経過、症候、診断、治療と感染対策を説明できる。 
△８）突発性発疹の症候と診断を説明できる。 

△９）咽頭結膜熱の症候と診断を説明できる。 
△10）サイトメガロウイルス感染症の症候、診断と治療を説明できる。 

△11）伝染性単核（球）症の症候と診断を説明できる。 
△12）プリオン病（クロイツフェルト・ヤコブ病、ウシ海綿状脳症〈BSE〉）を概説できる。 

△13）ヒト T 細胞白血病ウイルス〈HTLV〉感染症の症候、診断と治療を説明できる。 
 

②細菌感染症 

到達目標： 

１）ブドウ球菌感染症の症候、診断と治療を説明できる。 
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２）Ａ群レンサ球菌感染症の症候、診断、治療とリウマチ熱との関連を説明できる。 
３）結核の病因、症候、診断、治療と予防を説明できる。 
４）病原性大腸菌感染症を概説できる。 

△５）ジフテリア、破傷風と百日咳の症候、診断と予防を説明できる。 

△６）劇症溶連菌感染症を概説できる。 

△７）インフルエンザ（桿）菌と肺炎レンサ球菌感染症を概説できる。 
△８）新生児 B群レンサ球菌感染症を概説できる。 

 

③クラミジア・リケッチア感染症 

到達目標： 

１）クラミジア感染症を概説できる。 

△２）リケッチア感染症を概説できる。 

 

④真菌感染症と寄生虫症 

到達目標： 

１）カンジダ症の症候、診断と治療を説明できる。 

２）ニューモシスチス肺炎の症候、診断と治療を説明できる。 

３）主な寄生虫症（回虫、アニサキス、吸虫）を説明できる。 

４）主な原虫疾患（マラリア、トキソプラズマ症、アメーバ赤痢）を説明できる。 

△５）クリプトスポリジウム症、ジアルジア症（ランブル鞭毛虫症）、エキノコックス症を概説できる。 

△６）クリプトコッカス症とアスペルギルス症の症候、診断と治療を説明できる。 

 

⑤性行為感染症 

到達目標： 

１）性行為感染症を概説できる。 

 

⑥院内感染 

到達目標： 

１）院内感染の病因となる病原体を列挙し、対策を説明できる。 

２）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌〈MRSA〉の特徴、病院内での対応の方法を説明できる。 

 

２ 腫瘍  

一般目標： 
 腫瘍の病理・病態、発生病因・疫学・予防、症候、診断・治療と診療の基本的事項を学ぶ。 
 

（１）病理・病態 

到達目標： 
１） 腫瘍の定義を説明できる。 
２） 組織の再生と修復や肥大、増生、化生、異形成と退形成を説明できる。 
３） 良性腫瘍と悪性腫瘍の違いを説明できる。 
４） 上皮性腫瘍と非上皮性腫瘍の違いを説明できる。 
５） 腫瘍細胞の異型性と多型性を説明できる。 
６） 腫瘍と染色体異常の関係を概説できる。 
７） 局所における腫瘍の増殖、局所浸潤と転移を説明できる。 
 

（２）発生病因・疫学・予防 

到達目標： 
１） 腫瘍発生に関わる遺伝的要因と外的因子を概説できる。 
２） がんに関連する遺伝子（がん遺伝子とがん抑制遺伝子）の変化を概説できる。 
３） 悪性腫瘍の疫学を概説できる。 
４） 悪性腫瘍の予防を概説できる。 
 

（３）症候 

（【ショック】【発熱】【けいれん】【意識障害・失神】【脱水】【全身倦怠感】【肥満・やせ】【黄疸】【発疹】【貧血】
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【リンパ節腫脹】【浮腫】【胸水】【胸痛】【呼吸困難】【咳・痰】【血痰・喀血】【めまい】【頭痛】【運動麻痺・筋力

低下】【腹痛】【悪心・嘔吐】【嚥下困難・障害】【食思（欲）不振】【便秘・下痢】【吐血・下血】【腹部膨隆（腹水

を含む）・腫瘤】【血尿】【尿量・排尿の異常】【月経異常】【腰背部痛】はＥ1 参照） 
 

（４）診断 

到達目標： 
１） 腫瘍の細胞診と組織診の違いを説明できる。 
２） 腫瘍の画像診断を概説できる。 
３） 腫瘍の遺伝子診断を概説できる。 
４） 腫瘍マーカーの意義を説明できる。 
５） 悪性腫瘍の病期分類を概説できる。 
６） 悪性腫瘍の予後因子を概説できる。 
 

（５）治療 

到達目標： 
１） 腫瘍の集学的治療を概説できる。 
２） 腫瘍の手術療法を概説できる。 
３） 腫瘍の放射線療法を概説できる。 
４） 腫瘍の化学療法を概説できる。 
５） 腫瘍の生物学的療法を概説できる。 
６） 腫瘍における支持療法を概説できる。 
７） 腫瘍における緩和療法を概説できる。 
 

（６）診療の基本的事項 

到達目標： 
１） 腫瘍の診療におけるチーム医療を概説できる。 
２） 腫瘍の診療における生命倫理（バイオエシックス）を概説できる。 
 

３ 免疫・アレルギー疾患 

一般目標： 

免疫・アレルギー疾患の病態生理を理解し、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）診断と検査の基本 

到達目標： 

１) 自己抗体の種類と臨床的意義を説明できる。  

 

（２）症候 

（【ショック】【発熱】【全身倦怠感】【発疹】【貧血】【リンパ節腫脹】【浮腫】【呼吸困難】【咳・痰】 

【タンパク尿】【関節痛・関節腫脹】はＥ１参照） 

 

（３）病態と疾患 

①自己免疫疾患一般 

到達目標： 

１）膠原病と自己免疫疾患を概説し、その種類を列挙できる。 

２）関節炎をきたす疾患を列挙できる。 

３）レイノー症状を説明し、原因疾患を列挙できる。 

 

②全身性エリテマトーデス 

到達目標： 

１）全身性エリテマトーデスの病態生理、症候、診断と治療を説明できる。 

２）全身性エリテマトーデスの合併症（中枢神経ループス、ループス腎炎）を説明できる。 
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△３）抗リン脂質抗体症候群の病態生理、症候、診断と治療を説明できる。 

 

③強皮症、皮膚筋炎・多発性筋炎 

到達目標： 

１）強皮症の病態生理、症候、診断と治療を説明できる。 

２) 強皮症の臓器病変（特に肺・腎）を説明できる。  

３) 皮膚筋炎・多発性筋炎の症候、診断と治療を説明できる。  

 

④慢性関節リウマチ 

到達目標： 

１）慢性関節リウマチの病態生理、症候、診断、治療とリハビリテーションを説明できる。 

△２）慢性関節リウマチの関節外症状を説明できる。  

△３）悪性関節リウマチの症候、診断と治療を説明できる。 

△４）若年性関節リウマチの特徴を説明できる。 

△５）成人スチル病を概説できる。 

 

⑤血管炎症候群、シェーグレン症候群、ベーチェット病とその他 

到達目標： 

１）混合性結合組織病(MCTD)の病態生理、症候、診断と治療を説明できる。 

２）血管炎症候群を列挙し、その病態生理、症候、診断と治療を説明できる。  

３）シェーグレン症候群を概説できる。 

４）ベーチェット病を概説できる。 

△５）川崎病の病態生理、症候、診断と治療を説明できる。 

 

⑥アレルギー 

到達目標： 

１）アレルギー疾患の特徴とその発症を概説できる。 

２）アナフィラキシーの症候、診断と治療を説明できる。 

３）薬物アレルギーを概説できる。 

 

⑦先天性免疫不全症 

到達目標： 

１）先天性免疫不全症の病態、診断と治療を説明できる。 

 

４ 物理・化学的因子による疾患 

一般目標： 

中毒と環境要因によって生じる疾患の病態生理を理解し、症候、診断と治療を学ぶ。 

 

（１）診断と検査の基本 

到達目標： 

△１）中毒患者の検査と起因物質の分析を概説できる。 

 

（２）症候 

（【ショック】【発熱】【意識障害・失神】【チアノーゼ】【脱水】【黄疸】【発疹】【貧血】【呼吸困難】 

【運動麻痺・筋力低下】【腹痛】【悪心・嘔吐】【下痢】【吐血・下血】【尿量・排尿の異常】はＥ1参照） 

 

（３）疾患 

①中毒 

到達目標： 

１）細菌性食中毒の病因、症候と治療を説明できる。 

２) 急性アルコール中毒の症候、診断と治療を説明できる。 

３）有機リン剤、有機塩素剤と有機溶剤による中毒の機序、診断と治療を説明できる。 

△４）一酸化炭素中毒の発生機序、症候、診断と治療法を説明できる。 

△５）睡眠薬、向精神薬と解熱・鎮痛薬による中毒の診断と治療を説明できる。 
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△６）麻薬・覚醒剤中毒の症候、依存、離脱症状と治療を説明できる。 

△７）重金属中毒を概説できる。 

△８）フグとキノコ中毒を概説できる。 

 

②環境要因による疾患 

到達目標： 

１）高温による障害を説明できる。 

△２）寒冷による障害を説明できる。 

△３）動揺病、振動障害と騒音障害を説明できる。 

 

③熱傷 

到達目標： 

１）熱傷面積（９の法則）と深（達）度から熱傷の重症度を説明できる。 

△２）熱傷時の体液変化を説明できる。 

△３）熱傷の治療方針を概説できる。 

 

５ 成長と発達 

一般目標： 
胎児・新生児・乳幼児・小児期から思春期にかけての生理的成長・発達とその異常の特徴および精神・社会的

な問題を理解する。 
 

（１）胎児・新生児 

到達目標： 

１）胎児の循環・呼吸の生理的特徴と出生時の変化を説明できる。 
２）胎内発育の程度を在胎期間と出生体重を加味して評価できる。 
３）主な先天性疾患を列挙できる。 
４）新生児の生理的特徴を説明できる。 
５）胎児・新生児仮死の分類を説明できる。 
６）新生児マススクリーニングを説明できる。 
７）新生児黄疸の鑑別と治療を説明できる。 

８）新生児期の呼吸困難の病因を列挙できる。 

△９）正常児・低出生体重児・病児の保育の基本を説明できる。 

△10）低出生体重児固有の疾患を概説できる。 

△11）救急を要する新生児疾患（新生児けいれん性疾患を含む）を概説できる。 
 
（２）乳幼児 

到達目標： 

１）乳幼児の生理機能の発達を説明できる。 
２）乳幼児の精神運動発達の異常を説明できる。 
３）乳幼児の保育法・栄養法の基本を概説できる。 
△４）乳児突然死症候群を説明できる。 
 
（３）小児期全般 

到達目標： 

１）小児の精神運動発達を説明できる。 
２）小児の栄養上の問題点を列挙できる。 
３）小児の免疫発達と感染症の関係を概説できる。 
４）小児保健における予防接種の意義を説明できる。 
５）成長に関わる主な異常を列挙できる。 
△６）児童虐待を概説できる。 
△７）小児の診断法と治療法における特徴を概説できる。 
△８）小児行動異常（注意欠陥多動障害 〈ADHD〉、自閉症、学習障害、チック）を列挙できる。 
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（４）思春期 

到達目標： 

１）思春期発現の機序と性徴を説明できる。 
△２）思春期と関連した精神保健上の問題を列挙できる。 
 

６ 加齢と老化 

一般目標： 
 老化に伴う生理的変化、老年者に特有な疾患の概念と介護に関わる問題を学ぶ。 
 
到達目標： 
１）高齢者の心理・精神の変化を理解し、対応できる。 
２）加齢に伴う臓器の構造と機能の変化を説明できる。 
３）高齢者における病態・症候・治療の特異性を説明できる。 

△４）高齢者における治療上の留意点を説明できる。 

△５）高齢者の栄養摂取の特殊性を説明できる。 

△６）老年症候群（誤嚥、転倒、失禁、褥瘡）の病態、治療と予防を説明できる。 

△７）高齢者における総合機能評価法 〈CGA〉 を説明できる。 
△８）高齢者の生活支援の要点を概説できる。 
 

７ 人の死 

一般目標： 

個体の死について理解する。 

到達目標： 

１）死の概念と定義や生物学的な個体の死を説明できる。 

２）死生学の基本的な考え方を概説できる。 
３）死に伴う家族のケアを説明できる。 

４）尊厳死と安楽死の概念を説明できる。 

５）植物状態と脳死の違いを説明できる。 

 

８ 死と法 

一般目標： 

死後変化と異状死体の検案について理解する。 

到達目標： 

１）突然死と事故死を説明できる。 

２）死後変化を説明できる。 

３）自然死と異状死および死亡診断書と死体検案書の違いを説明できる。 

４）各種の法医学上の損傷の特徴を説明できる。 

５）血液型の法医学的意義を説明できる。 

６）個人識別の方法を説明できる。 
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Ｅ 診療の基本 
 

 

１ 症候・病態からのアプローチ 

一般目標： 

 主な症候・病態の原因、分類、診断と治療の概要を発達、成長、加齢ならびに性別と関連づけて学ぶ。 

 

（１）ショック 

到達目標： 
１）ショックの定義、原因と病態を説明できる。 
２）ショック患者の診断の要点を列挙できる。 
３）ショックの治療を概説できる。 
 

（２）発熱 

到達目標： 
１）発熱の原因と病態生理を説明できる。 
２）発熱患者の診断と対症療法の要点を説明できる。 
 

（３）けいれん 

到達目標： 
１）けいれんの種類と原因を列挙できる。 
２）けいれん患者の診断の要点を概説できる。 

３）けいれん発作時の初期治療を概説できる。 

 

（４）意識障害・失神 

到達目標： 

１）意識障害・失神の原因を列挙し、その病態を説明できる。 

２）意識障害の程度評価(コーマ・スケール)を説明できる。 

３）意識障害・失神をきたした患者の診断の要点を説明できる。 

４）意識障害・失神をきたした患者の治療を概説できる。 

 

（５）チアノーゼ 

到達目標： 

１）チアノーゼの原因と病態を説明できる。 

２）チアノーゼを呈する患者の診断の要点を説明できる。 

 

（６）脱水 

到達目標： 

１）脱水の原因と病態を説明できる。 

２）脱水をきたした患者の診断と治療の要点を説明できる。 

 

（７）全身倦怠感 

到達目標： 

１）全身倦怠感をきたす原因を列挙できる。 

２）全身倦怠感を訴える患者の診断の要点を説明できる。 
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（８）肥満・やせ 

到達目標： 

１）肥満・やせを定義し、それぞれの原因を列挙できる。 

２）肥満・やせを呈する患者の診断の要点を説明できる。 

 

（９）黄疸 

到達目標： 

１）黄疸の原因と病態を説明できる。 

２）黄疸患者の診断と治療の要点を説明できる。 

 

（１０）発疹 

到達目標： 

１）発疹の種類と主な原因を列挙できる。 

２）発疹の所見を記述して分類できる。 

３）発疹患者の診断の要点を説明できる。 

 

（１１）貧血 

到達目標： 

１）貧血の原因、分類と病態を説明できる。 

２）貧血患者の診断の要点を説明できる。 

 

（１２）出血傾向 

到達目標： 

１）出血傾向の原因と病態を説明できる。 

２）出血傾向を呈する患者の診断の要点を説明できる。 

 

（１３）リンパ節腫脹 

到達目標： 

１）リンパ節腫脹の原因を列挙できる。 

２）リンパ節腫脹を呈する患者の診断の要点を説明できる。 

 

（１４）浮腫 

到達目標： 

１）全身浮腫と局所性浮腫の原因と病態を説明できる。 

２）浮腫をきたした患者の診断と治療の要点を説明できる。 

 

（１５）動悸 

到達目標： 

１）動悸の原因を列挙し、その病態を説明できる。 

２）動悸を訴える患者の診断の要点を説明できる。 

 

（１６）胸水 

到達目標： 

１）胸水の原因と病態を説明できる。 

２）胸水を呈する患者の診断の要点を説明できる。 

 

（１７）胸痛 

到達目標： 
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１）胸痛の原因と病態を説明できる。 

２）胸痛患者の診断の要点を説明できる。 

３）胸痛患者に対する初期治療を概説できる。 

 

（１８）呼吸困難 

到達目標： 

１）呼吸困難の原因と病態を説明できる。 

２）呼吸困難の程度に関する分類を説明できる。 

３）呼吸困難患者の診断の要点を説明できる。 

４）呼吸困難患者に対する初期治療を概説できる。 

 

（１９）咳・痰 

到達目標： 

１）咳・痰の原因と病態を説明できる。 

２）咳・痰を訴える患者の診断の要点を説明できる。 

 

（２０）血痰・喀血 

到達目標： 

１）血痰・喀血の原因を列挙できる。 

２）血痰・喀血を呈する患者の診断の要点を説明できる。 

 

（２１）めまい 

到達目標： 

１）めまいの原因と病態を説明できる。 

２）めまいを訴える患者の診断の要点を説明できる。 

 

（２２）頭痛 

到達目標： 

１）頭痛の原因と病態を説明できる。 

２）頭痛を訴える患者の診断の要点を説明できる。 

 

（２３）運動麻痺・筋力低下 

到達目標： 

１）運動麻痺・筋力低下の原因と病態を説明できる。 

２）運動麻痺・筋力低下を訴える患者の診断の要点を説明できる。 

 

（２４）腹痛 

到達目標： 

１）腹痛の原因と病態を説明できる。 

２）腹痛患者の診断の要点を説明できる。 

３）急性腹症を概説できる。 

 

（２５）悪心・嘔吐 

到達目標： 

１）悪心・嘔吐の原因と病態を説明できる。 

２）悪心・嘔吐を訴える患者の診断の要点を説明できる。 

 

（２６）嚥下困難・障害 

到達目標： 
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１）嚥下困難・障害の原因と病態を説明できる。 

２）嚥下困難・障害を訴える患者の診断の要点を説明できる。 

 

（２７）食思（欲）不振 

到達目標： 

１）食思不振をきたす原因と病態を説明できる。 

２）食思不振を訴える患者の診断の要点を説明できる。 

 

（２８）便秘・下痢 

到達目標： 

１）便秘・下痢の原因と病態を説明できる。 

２）便秘・下痢患者の診断の要点を説明できる。 

 

（２９）吐血・下血 

到達目標： 

１）吐血・下血の原因と病態を説明できる。 

２）吐血・下血患者の診断の要点を列挙できる。 

３）吐血・下血患者の初期治療を概説できる。 

 

（３０）腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤 

到達目標： 

１）腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤の原因と病態を説明できる。 

２）腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤のある患者の診断の要点を説明できる。 

 

（３１）タンパク尿 

到達目標： 

１）タンパク尿の原因と病態を説明できる。 

２）タンパク尿を呈する患者の診断の要点を説明できる。 

 

（３２）血尿 

到達目標： 

１）血尿の原因を列挙できる。 

２）血尿をきたした患者の診断の要点を説明できる。 

 

（３３）尿量・排尿の異常 

到達目標： 

１）尿量・排尿の異常の原因と病態を説明できる。 

２）尿量・排尿の異常をきたした患者の診断の要点を説明できる。 

 

（３４）月経異常 

到達目標： 

１）月経異常の原因と病態を説明できる。 

２）月経異常を呈する患者の診断の要点を説明できる。 

 

（３５）関節痛・関節腫脹 

到達目標： 

１）関節痛・関節腫脹の原因と病態生理を説明できる。 

２）関節痛・関節腫脹のある患者の診断の要点を説明できる。 
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（３６）腰背部痛 

到達目標： 

１）腰背部痛の原因を列挙できる。 

２）腰背部痛を訴える患者の診断の要点を説明できる。 

 

２ 基本的診療知識 

 

（１）薬物治療の基本原理 

一般目標： 

 診療に必要な薬物治療の基本（薬理作用、副作用）を学ぶ。 

到達目標： 

１）薬物の蓄積、耐性、タキフィラキシー、依存、習慣性や嗜癖を説明できる。 

２）主な薬物アレルギーを列挙し、予防策と対処法を説明できる。 

３）中枢神経作用薬（向精神薬、抗うつ薬、パーキンソン治療薬、抗けいれん薬、全身麻酔薬）の薬理作用を説

明できる。 

４）自律神経作用薬（アドレナリン（エピネフリン）作用薬、抗アドレナリン（エピネフリン）作用薬、コリン

作用薬、抗コリン作用薬）の薬理作用を説明できる。 

５）循環器作用薬（強心薬、抗不整脈薬、降圧薬）の薬理作用を説明できる。 

６）呼吸器作用薬（気管支拡張薬）の薬理作用を説明できる。 

７）消化器作用薬（潰瘍治療薬、消化管運動作用薬）の薬理作用を説明できる。 

８）利尿薬の薬理作用を説明できる。 

９）ステロイド薬および非ステロイド系抗炎症薬の薬理作用を説明できる。 

10）抗菌薬（抗生物質、合成抗菌薬）の薬理作用を説明できる。 

11）抗腫瘍薬の薬理作用を説明できる。 

△12）主な薬物の副作用を概説できる。 

△13）年齢による薬剤投与の注意点を説明できる。 

△14）薬物動態的相互作用について例を挙げて説明できる。 

△15）処方箋の書き方、服薬の基本・コンプライアンスを説明できる。 

△16）生物製剤の薬理作用と副作用を説明できる。 

△17）和漢薬を概説できる。 

 

（２）臨床検査 

一般目標： 

検査の方法、適応と解釈を学ぶ。 

到達目標： 

１）臨床検査の基準値・カットオフ値の意味が説明できる。 

２）検査の特性（感度、特異度、偽陽性、偽陰性、検査前確率・予測値、尤度比）を説明できる。 

３）血液学的検査の目的と適応を説明し、結果を解釈できる。 

４）尿検査の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。 

５）糞便検査の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。 

６）生化学的検査項目を列挙し目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。 

７）免疫学的検査の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。 
８）心電図検査の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。 
９）動脈血ガス分析の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。 
10）呼吸機能検査の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。  

11）脳脊髄液検査の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。 

△12）検査の誤差や生理的変動を説明できる。 

△13）正しい検体採取の方法が説明でき、不適切な採取を行ったときの検査値の異常を判断できる。 

△14）小児・高齢者の検査値の特徴を説明できる。 

△15）一般細菌の塗抹・培養の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる。 
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（３）外科的治療と周術期管理 

一般目標： 

 外科的治療と周術期管理の基本を学ぶ。 

 

【外科的治療】  

(３（６）を参照) 

 

【周術期管理】  

到達目標： 

１）手術の危険因子を列挙し、その対応の基本を説明できる。 

２）基本的バイタルサインの意義とモニターの方法を説明できる。 

３）主な術後合併症を列挙し、その予防の基本を説明できる。 

△４）手術に関するインフォームドコンセントの注意点を列挙できる。 

△５）周術期管理における輸液・輸血の基本を説明できる。 

△６）創傷治癒機転とそれに影響を与える因子を説明できる。 

△７）経鼻胃管の適応と管理上の注意点を列挙できる。 

△８）集中治療室の役割を概説できる。 

 

（４）麻酔 

一般目標： 

 全身麻酔・局所麻酔の基本を学ぶ。 

到達目標： 

１）麻酔の概念、種類と麻酔時の生体反応を説明できる。 

２）麻酔薬と麻酔前投薬の種類と使用上の原則を説明できる。 

３）吸入麻酔と静脈麻酔の適応、禁忌、事故と合併症を説明できる。 

△４）気管（内）挿管・抜管を概説できる。 

△５）局所麻酔、末梢神経ブロック、神経叢ブロック、脊椎麻酔、硬膜外麻酔の適応、禁忌と合併症を説明でき 

   る。       

△６）循環動態、体液・電解質、酸塩基平衡、血液ガス分析の意義と方法を説明し、データを解釈できる。 

△７）悪性高熱症を概説できる。 

 

（５）食事と輸液療法 

一般目標： 

 食事と輸液療法の基本を学ぶ。 

到達目標： 

１）主な疾患の食事療法を概説できる。 

２）補液・経静脈栄養と経腸栄養の適応、方法と合併症を説明できる。 

△３）輸液療法の原則と輸液剤の組成上の特徴を説明できる。 

△４）乳幼児と小児の輸液療法を説明できる。 

△５）微量元素の生理作用を説明できる。 

 

（６）医用機器と人工臓器 

一般目標： 

医用機器と人工臓器の基本を学ぶ。 

到達目標： 

１）主な医用機器の種類と原理を概説できる。 

２）主な人工臓器の種類と原理を概説できる。 

 

（７）放射線を用いる診断と治療 

一般目標： 

 放射線診断と治療の基本を学ぶ。 
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到達目標： 

１）エックス線、CT、MRI と核医学検査の原理を説明できる。 

２）エックス線（単純、造影）、CT、MRI と核医学検査の読影の原理を説明できる。 

３）放射線治療の原理を説明し、主な放射線治療法を列挙できる。 

４）放射線診断・治療による副作用と障害を説明できる。 

５）放射線防護を説明できる。 

△６）放射線造影法を活用した治療を概説できる。 

 

（８）内視鏡を用いる診断と治療 

一般目標： 

 内視鏡の原理とそれによる診断と治療の基本を学ぶ。 

到達目標： 

１）内視鏡機器の種類と原理を説明できる。 

２）内視鏡検査法の種類を列挙し、概説できる。 

△３）内視鏡を用いる治療を概説できる。 

 

（９）超音波を用いる診断と治療 

一般目標： 

 超音波機器の原理とそれによる診断と治療の基本を学ぶ。 

到達目標： 

１）超音波機器の種類と原理を説明できる。 

２）超音波検査法の種類を列挙し、概説できる。 

△３）超音波を用いる治療を概説できる。 

 

（１０）輸血と移植 

一般目標： 

 輸血と移植の基本を学ぶ。 

到達目標： 

１）輸血の適応と合併症を説明できる。 

２）血液交叉試験を説明できる。 

３）血液製剤の種類と適応を説明できる。 

４）同種輸血、自己輸血、成分輸血と交換輸血を説明できる。 

５）臓器移植の種類と適応を説明できる。 

△６）脳死の判定基準を列挙できる。 

△７）臓器移植と組織適合性の関係を説明できる。 

△８）臓器移植後の拒絶反応の病態生理と発症時の対応を説明できる。 

△９）免疫抑制薬の種類、適応と副作用を説明できる。 

 

（１１）リハビリテーション 

一般目標： 

リハビリテーションの基本を学ぶ。 

到達目標： 

１）リハビリテーションの概念と適応を説明できる。 

２）リハビリテーションチームの構成を理解し、医師の役割を説明できる。 

３）福祉・介護との連携におけるリハビリテーションの役割を説明できる。 

△４）障害を機能障害、能力低下、社会的不利に分けて説明できる。 

△５）日常生活動作〈ADL〉の評価ができる。 
△６）理学療法、作業療法と言語療法を概説できる。 

△７）主な歩行補助具、車椅子、義肢と装具を概説できる。 

 

（１２）介護と在宅医療 

一般目標： 
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介護と在宅医療の基本を学ぶ。 

到達目標： 

１）介護の定義と種類を説明できる。 

２）日常生活動作（排泄、摂食、入浴）の介護と環境整備の要点を概説できる。 

３）在宅医療（酸素療法、栄養療法、透析療法）を概説できる。 

 

（１３）緩和医療 

一般目標： 

緩和医療の基本を学ぶ。 

到達目標： 

１）緩和医療を概説できる。 

２）癌性疼痛コントロールの適応と問題点を説明できる。 

△３）緩和医療における患者・家族の心理を説明できる。 

 

３ 基本的診療技能 

 

（１）問題志向型システム 

一般目標： 

模擬症例について基本的診療計画を立てる。 

到達目標： 

１）基本的診療知識にもとづき、症例に関する情報を収集・分析できる。 

２）得られた情報をもとに、その症例の問題点を抽出できる。 

３）病歴と身体所見等の情報を統合して、鑑別診断ができる。 

４）主要疾患の症例に関して、診断・治療計画を立てられる。 

 

（２）医療面接 

一般目標： 

医療面接に関する基本的な考え方と技能を学ぶ。  

到達目標： 

１）適切な身だしなみ、言葉遣いや礼儀を実践できる。 

２）医療面接の目的・意義（情報収集、良好な医師-患者関係、治療・教育的効果）を説明できる。 

３）医療面接における基本的コミュニケーション技法を実践できる。 

４）病歴情報の種類（主訴、現病歴、既往歴、家族歴、社会歴、システムレビュー）とそれを聴取する際の手順

を説明できる。 

 

（３）診療記録 

一般目標： 

問題志向型診療録〈POMR〉と各種診療記録の書き方を学ぶ。 
到達目標： 

１）診療録を POMR 形式で記載する方法を説明できる。 

２）診療経過を SOAP で記載する方法を説明できる。 

 

（４）臨床判断 

一般目標： 

臨床的な判断に関する基本的な考え方を学ぶ。 

到達目標： 

１）臨床判断の概念を説明し、考慮すべき要素（病態生理学的・臨床疫学的事実、患者の意向、社会的要因）を

列挙できる。 

２）科学的根拠にもとづいた医療〈EBM〉を概説できる。 
 

（５）身体診察 

一般目標： 
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シミュレーションなどを通じて基本的な身体診察を学ぶ。 

【全身状態とバイタルサイン】 

到達目標： 

１）バイタルサインを説明できる。 

２）血圧測定の原理を説明し、正しく血圧を測定できる。 

３）脈拍のチェックポイントを説明し、正しく脈拍をとれる。 

４）呼吸数を測定し、呼吸パターンを観察できる。 

５）体温測定の方法と注意点を説明し、測定できる。 

 

【頭頸部】 

到達目標： 

１）頭部の診察ができる。 

２）眼（視野、瞳孔、眼球運動、結膜、眼底）の診察ができる。 

３）耳（外耳道、鼓膜、聴力）の診察ができる。 

４）口腔・鼻腔の診察ができる。 

５）甲状腺を含めた頸部の診察ができる。 

 

【胸部】 

到達目標： 

１）胸部診察で確認すべき項目を列挙し、視診、触診、打診と聴診ができる。 

２）乳房の診察の要点と診察の手順を説明できる。 

 

【腹部と泌尿生殖器】 
到達目標： 

１）腹部の区分を説明できる。 

２）腹部診察で確認すべき項目を列挙し、視診、聴診、打診と触診ができる。 

３）泌尿生殖器の診察の要点と手順を説明できる。 

 

【神経】 

到達目標： 

１）意識状態が判定できる。 

２）脳神経の診察ができる。 

３）深部腱反射の診察ができる。 

４）小脳・運動機能の診察ができる。 

５）感覚系の診察ができる。 

６）髄膜刺激所見のとりかたを説明できる。 

 

【四肢と脊柱】 

到達目標： 

１）四肢・脊柱の診察の要点と手順を説明できる。 

 

【小児の診察】 

到達目標： 

１）新生児・小児の全身診察の手順を説明できる。 
 

（６）基本的臨床手技 

一般目標： 

基本的臨床手技の目的、方法、適応、禁忌と合併症を学ぶ。 

 

【一般手技】 
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到達目標： 

１）静脈採血の手順、部位と合併症を列挙し、正しく採血できる。 

２）血液型判定と交差適合試験の手順を説明し、実施できる。 

 

【外科手技】 

到達目標： 

１）清潔と不潔の区別を説明できる。 

２）器具の清潔操作の注意点を説明できる。 

３）創の一次的閉鎖、遅延一次閉鎖、二次的癒合とデブリドマンを説明できる。 

 

【救命処置】 
到達目標： 

１）一次救命処置（脳心肺蘇生）の基本的手技について説明し、モデルを用いて正しく実施できる。 
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Ｆ 医学・医療と社会 
 
 

（１）社会・環境と健康 

一般目標： 

 社会と健康・疾病との関係について理解し、個体および集団をとりまく環境諸要因の変化による個人の健康と

社会生活への影響について学ぶ。 

到達目標： 

１）健康、障害と疾病の概念を説明できる。 
２）社会構造（家族、コミュニティ、地域社会、国際化）と健康・疾病との関係を概説できる。 
３）環境と健康・疾病との関係（環境と適応、主体環境系、病因と保健行動、環境基準と環境影響評価、公害と

環境保全）を概説できる。 
４）生態系の変化が健康と生活に与える影響（有害物質、環境発がん物質、内分泌攪乱物質）を概説できる。 
△５）病診連携と病病連携を説明できる。 
△６）地球環境の変化、生態循環、生物濃縮と健康との関係を説明できる。 
△７）各ライフステージの健康問題について説明できる。 
△８）シックハウス症候群を概説できる。 
 

（２）地域医療 

一般目標： 
 地域医療の在り方と現状および課題を理解し、地域医療に貢献するための能力を身に付ける。 
到達目標： 
１）地域医療に求められる役割と機能および体制等、地域医療の在り方を概説できる。 
２）へき地および離島における地域医療の現状と課題について説明できる。 
３）医師の偏在（地域及び診療科）の現状について説明できる。 
４）地域における、保健（母子保健、老人保健、精神保健、学校保健）・医療・福祉・介護の分野間の連携及び多

職種間の連携の必要性について説明できる。 
５）地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解し、実践に必要な能力を身に付ける。 
６）地域における、救急医療、災害医療、在宅ターミナルの体制を説明できる。 
△７）災害救急医療におけるトリアージを説明できる。 
△８）地域医療に積極的に参加・貢献する。 
 

（３）疫学と予防医学 

一般目標： 

保健統計の意義と現状、疫学とその応用、疾病の予防について学ぶ。 

到達目標： 

１）人口静態統計と人口動態統計を説明できる。 

２）疾病の定義、分類と国際疾病分類〈ICD〉を説明できる。 

３）疾病・有病・障害統計、年齢調整率と標準化死亡比〈SMR〉を説明できる。 

４）疫学の概念と疫学の諸指標について説明できる。 

５）予防医学（一、二、三次予防）を概説できる。 

△６）生命関数表（平均余命と平均寿命）を説明できる。 

△７）健康管理、健康診断とその事後指導を説明できる。 

 

（４）生活習慣と疾病 

一般目標： 

生活習慣に関連した疾病の種類、病態と予防治療について学ぶ。 
到達目標： 
１）生活習慣に関連した疾病を列挙できる。 
２）生活習慣と肥満・高脂血症・動脈硬化の関係を説明できる。 
３）生活習慣と糖尿病の関係を説明できる。 
４）生活習慣と高血圧の関係を説明できる。 
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５）生活習慣とがんの関係を説明できる。 
６）喫煙と疾病の関係と禁煙指導を説明できる。 
 

（５）保健、医療、福祉と介護の制度 

一般目標： 

保健、医療、福祉と介護の制度の内容を学ぶ。 

到達目標： 
１）日本における社会保障制度を説明できる。 
２）医療保険と公費医療や介護保険を説明できる。 
３）高齢者福祉と高齢者医療の特徴を説明できる。 
４）産業保健を概説できる。 
５）医療の質の評価（質の定義、クリティカル・パス）を説明できる。 
６）国民医療費の収支と将来予測を概説できる。 
７）医師法と医療法を概説できる。 
８）医療関連法規に定められた医師の義務を列挙できる。 
△９）医療資源と医療サービスの価格形成を説明できる。 
△10）医療従事者の資格免許、現状と役割、連携とチーム医療を説明できる。 
△11）感染症法・食品衛生法の概要と届け出義務を説明できる。 
△12）予防接種の意義と現状を説明できる。 
△13）医師法と医療法以外の医療関係法規を概説できる。 
 

（６）診療情報 

一般目標： 

医療情報の利用方法、情報管理とプライバシー保護について学ぶ。 

到達目標： 
１）情報管理の原則（情報公開、プライバシー保護、取り扱い倫理、セキュリティー）を説明できる。 
２）医療で扱う診療諸記録の種類を説明できる。 
３）診療録の特徴と要件を列挙できる。 
△４）電子化された診療情報の作成と管理を概説できる。 
 

（７）臨床研究と医療 

一般目標： 
 医療の発展における臨床研究の重要性について学ぶ。 
到達目標： 
１）副作用報告と有害事象報告の意義を説明できる。 
△２）臨床研究、臨床試験、治験と市販後臨床試験の違いを概説できる。 
△３）研究目的での診療行為に要求される倫理性を説明できる。 
△４）研究デザイン（二重盲検法、ランダム化比較試験、非ランダム化比較試験、観察研究、ケース・コントロ

ール研究、コホート研究、メタ研究）を概説できる。 

△５）診療ガイドラインの種類と使用上の注意を列挙できる。 

△６）薬物に関する法令と医薬品の適正使用に関する事項を列挙できる。 
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Ｇ 臨床実習 
臨床実習を行うに当たっては、個々の臨床実習を独立して行うのではなく、体系的に遂行させる統轄責任者が

必要である。  
 

 

１ 全期間を通じて身につけるべき事項 

 

（１）診療の基本 

一般目標： 

受持ち患者の情報を収集し、診断して治療計画を立てることを学ぶ。 

 

【問題志向型システム・科学的根拠にもとづいた医療】 

到達目標： 

１）基本的診療知識にもとづき、情報を収集・分析できる。 

２）得られた情報をもとに、問題点を抽出できる。 

３）病歴と身体所見等の情報を統合して、鑑別診断ができる。 

４）診断・治療計画を立てられる。 

５）科学的根拠にもとづいた医療〈EBM〉を実践できる。  

 

【医療面接】 

到達目標： 

１）礼儀正しく患者（家族）に接することができる。 
２）プライバシーへの配慮し、患者（家族）との信頼関係を形成できる。 

３）医療面接における基本的コミュニケーション技法を実践できる。 

４）病歴聴取（主訴、現病歴、既往歴、家族歴、社会歴、システムレビュー）を実施できる。 

 

【診療記録とプレゼンテーション】 

到達目標： 

１）診療録を POMR 形式で記載できる。 

２）毎日の所見と治療方針を SOAP 形式で記載できる。 

３）受持ち患者の情報を診療チームに簡潔に説明できる。 

 

（２）身体診察 

一般目標： 

 受持ち患者の基本的な身体診察ができる。 

 

【全身状態とバイタルサイン】 

到達目標： 

１）身長・体重を測定し、栄養状態を評価できる。 

２）血圧・脈拍を測定できる。 

３）呼吸数を測定し、呼吸パターンを観察できる。 

４）体温を測定できる。 

 

【頭頸部】 

到達目標： 

１）頭部の診察ができる。 

２）眼（視野、瞳孔、眼球運動、結膜、眼底）の診察ができる。 

３）耳（外耳道、鼓膜、聴力）の診察ができる。 
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４）口腔・鼻腔の診察ができる。 

５）甲状腺を含めた頸部の診察ができる。 

 

【胸部】 

到達目標： 

１）胸部の視診、触診、打診、聴診ができる。 
２）呼吸音を正しく聴診できる。 

３）心音と心雑音を正しく聴診できる。 

４）乳房を診察できる。 

 

【腹部と泌尿生殖器】 

到達目標： 

１）腹部の視診、聴診、打診と触診ができる。 

２）反跳痛と筋性防御の有無を判断できる。 

３）直腸（前立腺を含む）指診ができる。 

 

【神経】 

到達目標： 

１）意識状態が判定できる。 

２）脳神経を診察できる。 

３）腱反射、病的反射、筋トーヌスを診察できる。 

４）小脳・運動機能を診察できる。 

５）感覚系の診察ができる。 

６）髄膜刺激所見がとれる。 

 

【四肢と脊柱】 

到達目標：  

１）四肢と脊柱を診察できる。 

２）関節（関節可動域を含む）を診察できる。 

３）筋骨格系の診察ができる。 

 

【小児と高齢者の診察】 

到達目標： 

１）新生児と小児の全身診察ができる（発達状況の評価も含む）。 
２）高齢者を診察でき、総合機能評価〈CGA〉ができる。 

 

（３）基本的臨床手技 

一般目標： 

 基本的臨床手技を学ぶ。 
 

【一般手技】 

到達目標： 

１）静脈採血の手順、部位と合併症を列挙し、正しく採血できる。 

２）末梢静脈の血管確保を見学し、介助ができる。 

３）中心静脈カテーテル挿入を見学し、介助ができる。 

４）動脈血採血・動脈ラインの確保を見学し、介助ができる。 

５）腰椎穿刺を見学し、介助できる。 

６）胃管の挿入と抜去ができる。 

７）尿道カテーテルの挿入と抜去ができる。 

８）ドレーンの挿入と抜去を見学し、介助ができる。 

９）注射の種類、各々の特徴と刺入部位を説明できる。 
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【外科手技】 

到達目標： 

１）手術や手技のための手洗いができる。 

２）手術室におけるガウンテクニックができる。 

３）基本的な縫合ができる。 

４）創の消毒やガーゼ交換ができる。 

５）骨折時の良肢位と外固定を見学し、介助できる。 

 

【検査手技】 

到達目標： 

１）12 誘導心電図を適切に記録できる。 

２）尿検査（尿沈渣を含む）を施行し、観察できる。 

３）末梢血塗抹標本を作成し、観察できる。 

４）微生物学検査の検体の採取と保存ができ、グラム染色を行い、観察できる。 

５）妊娠反応検査を施行できる。 

 

２ 内科系臨床実習 

 

（１）内科 

一般目標： 

 基本的内科疾患を受け持ち、病態、症候、診断、治療と予後を学ぶ。   

到達目標： 

１）主要な疾患、症候や病態を診察し、診断と治療計画の立案・実施に参加できる。 

２）他科へのコンサルテーションが必要かどうか判断できる。 

３）複数の疾患をかかえる患者を診察し、診断と治療計画の立案・実施に参加できる。 
 

実習形態：内科系病棟・外来  

 
症  例：頻度の高い悪性新生物（肺癌、肝癌、悪性リンパ腫、白血病） 

脳血管障害 

パーキンソン病 

肺炎 

気管支喘息・慢性閉塞性肺疾患＜COPD＞ 

狭心症・急性心筋梗塞 

心不全 

高血圧症 

消化性潰瘍 

肝疾患（急性肝炎・慢性肝炎・肝硬変） 

腎不全 

尿路感染症 

甲状腺機能亢進症 

糖尿病 

高脂血症 

慢性関節リウマチ 

鉄欠乏性貧血 

 

（２）精神科 

一般目標： 

 基本的な精神症状の評価の仕方、面接法を学ぶ。  

到達目標： 

１）精神科以外の一般診療科においても診療機会が多い精神障害に対する診断と治療の初期対応ができる。 

２）精神症状をもつ患者の診療を行う上での、法と倫理の必須項目を列挙できる。 
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３）精神症状・精神障害の初期症状と、どのような場合に専門医へのコンサルテーションが必要か判断できる。 

 

実 習 形 態：精神科外来・病棟   

（一般診療科においても診療機会が多い精神障害を学ぶために、外来、あるいは他科からの

リエゾン・コンサルテーションを中心とするなど、実習形態を考慮することが望ましい）

  

症例（症候）：気分障害 

ストレス関連疾病・身体表現性障害 

症状性・器質性精神障害 

統合失調症 
抑うつ・不安 

睡眠障害（不眠） 

せん妄 

     

（３）小児科 

一般目標： 

基本的小児科疾患を受け持ち、症候、診断、初期治療を学ぶ。 

 

到達目標： 

１）新生児、乳・幼児期、学童期、思春期の患者およびその家族と良好な関係を築いて、漏れのない正確な情報

を取ることができる。 

２）小児の身体診察を適切に実施できる。 

 

実習形態：小児科病棟・外来   
 
症    例：てんかん・けいれん 

発疹性疾患 

上気道感染・肺炎 

気管支喘息 

先天性心疾患 

白血病・悪性腫瘍 

運動・精神発達の遅れ 

成長障害・低身長 

脱水・下痢・嘔吐 

 

３ 外科系臨床実習 

 

（１）外科 

一般目標： 

基本的外科疾患を受け持ち、病態と、治療としての外科処置を学ぶ。 

到達目標： 

１）外科的処置の適応を判断し、リスク評価ができる。 

２）外科の基本的診療手技を実施できる。 

３）基本的な術前術後管理ができる。 

 

実習形態：外科系病棟・外科系外来・手術室  

 
症  例：外科的適応のある悪性腫瘍（胃癌、大腸癌、肺癌、乳癌） 

急性虫垂炎 

腸閉塞（イレウス） 
腹膜炎 

鼠径ヘルニア 

痔疾患 

胆石症・胆嚢炎 

脊髄損傷 
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関節痛・関節腫脹 

自然気胸 

前立腺肥大 

 

（２）産科婦人科 

一般目標： 

基本的産婦人科疾患を受け持ち、女性の健康問題、疫学、予防、病態、診断、治療と予後を学ぶ。 

到達目標： 

１）正常の妊娠、出産と産褥の基本的な管理ができる。 

２）主な疾患、症候や病態を診察し、診断と治療計画の立案・実施に参加できる。 

 

実習形態：産科婦人科病棟・外来・手術室・分娩室  

 

症例：【産 科】正常妊娠・分娩・産褥 

流産 

早産 

異常分娩 

妊娠高血圧症          

【婦人科】子宮・卵巣の腫瘍 

骨盤内炎症性疾患 

性行為感染症 

子宮内膜症 

子宮筋腫 

更年期障害・不正性器出血 

月経異常 

不妊症 

避妊指導 

 

４ 救急医療臨床実習 

一般目標： 

緊急に対応すべき疾患の病態、診断と治療を学ぶ。 

到達目標： 

１）救急病態の救命治療を介助できる。 

２）初期救急病態を鑑別し、初期治療を介助できる。 

３）外傷の処置を介助できる。 

４）救急医療体制を説明できる。 

 

実習形態：救急系外来・病棟、集中治療室など 

 

症  例：（重症救急病態）救命治療に参加する。 

心肺停止 

ショック 

急性中毒 

広範囲熱傷 

多発外傷 

 

         （初期救急病態）鑑別ができ初期治療に参加する。（Ｅ参照） 

発熱 

脱水 

けいれん 

意識障害 

頭痛 

めまい 

動悸 

胸痛 

呼吸困難 
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喀血 

腹痛 

嘔吐 

吐血・下血 

下痢 

血尿 
 

５ 地域医療臨床実習 

一般目標： 
 地域社会（へき地・離島を含む）で求められる医療・保健・福祉・介護の活動について学ぶ。 
到達目標： 
１）地域のプライマリ・ケアを体験する。 
２）病診連携・病病連携を体験する。     
３）地域の救急医療、在宅医療を体験する。 
４）多職種連携のチーム医療を体験する。 
５）地域における疾病予防・健康維持増進の活動を体験する。 
実習形態： 
 学外の地域病院、診療所、保健所、社会福祉施設など 
症  例： 
 地域病院あるいは診療所などの状況に応じた症例 
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 （別表１） 医学教育モデル・コア・カリキュラムの量的提示について 

B．医学一般（１８単位） 

C．人体各器官の正常構造と機能、病態、診断、治療（３１単位） 

D．全身におよぶ生理学的変化、病態、診断、治療（７単位） 

E．診療の基本（７単位） 

F．医学・医療と社会（６単位） 

G．臨床実習（２５単位） 

 

（別表２） 臨床実習の量的提示について 

 
                               単位：週、-：不明確なもの 

臨床実習 本ガイドライン 本邦平均（20 校） 米国平均（15 校） ハーバード医学校 
内科 12 9.5 12.3 16 
外科 8 5.6 10.7 12 
小児科 4 2.7 7.6 6 

産科婦人科 4 2.4 6.9 6 
精神科 2 2 6.1 4 
家庭医学 0 0 5.9 3.6 
救急 4 - - - 
選択 16 - 24 24（基礎を含む） 
合計 50 33.8 76.8 79.6 

 
※ 米国においては「家庭医学」に相当の時間を充てているが、我が国においては内科、外科、小児科、産婦人

科などに分散されるため、独立した形では示さなかった。また、「救急」を別立てにしたが、米国では内科や外

科などに救急が含まれる形になっており、この期間のすべてを、救急を専門とする部門で学ぶという意味では

なく、内科や外科などでも救急疾患を学ぶことを想定して設定したものである。 

 

（別表３） 臨床前医学教育における実習例 

１）人体構造の観察 

２）生体生理機能の観察と測定 

３）物質代謝の測定、微生物の取り扱いと観察 

４）薬物作用の観察 

５）疾病の成り立ちの観察 

６）医学・医療と社会に関する実習およびフィールドワーク 

７）早期体験実習 
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（別表４） 授業形態の違いによる選択制カリキュラムの区分とその例   

  ・実験・研究形式の例 

    免疫学実験研究、環境衛生フィールドワーク、疾患モデル動物の生体機能測定、介護・

福祉研究など 

  ・講義形式の例 

    予防医学総合講義、病態生理統合講義など 

  ・演習/セミナー形式の例 

    細胞生物学、神経科学の最先端、ウイルス分子生物学、熱帯医学、母子・福祉保健、病

理学セミナー、衛生学ワークショップなど 

  ・その他の形式の例 

    国際医療協力、国内外研究室派遣など 
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